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筧
先
生
は
、
散
在
し
て
い
た
明
治

以
降
の
東
海
地
域
の
能
・
狂
言
資
料

を
、
早
く
か
ら
丹
念
に
収
集
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
膨
大
な
資
料
を
整

理
し
、
一
般
に
公
開
し
た
い
と
い
う

先
生
の
強
い
思
い
と
、
そ
れ
に
賛
同

し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
、平
成
六
年
、

東
海
能
楽
研
究
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
成
果
は
す
ぐ
に
表
れ
、『
東

海
能
楽
年
鑑　

平
成
五
年
版
』（
平

成
六
年
）、『
東
海
地
域
能
楽
番
組
一

覧　

明
治
元
年
〜
昭
和
二
六
年
』（
平

成
九
年
）、『
近
代
名
古
屋
の
能
楽
を

支
え
た
人
々
』
全
三
冊
（
平
成
十
三

年
）
の
刊
行
と
い
う
形
で
、
着
実
に

結
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

研
究
例
会
は
二
ヶ
月
お
き
に
開
催

さ
れ
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
研
鑽
を
大

き
く
促
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
成
果
は
毎
年
刊
行
し
て
い
る
『
年

報
』
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
は
、
能
楽
の
み
な
ら

ず
他
の
諸
芸
能
も
含
む
こ
の
地
域
の

伝
統
芸
能
の
復
興
を
企
図
し
て
、
入

場
無
料
の
「
伝
統
芸
能
上
演
会
」
を

開
催
さ
れ
、
平
成
十
二
年
以
来
毎
年

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
費

の
た
め
に
、
毎
回
多
大
な
自
費
を
投

入
さ
れ
た
の
は
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。
と
く
に
平
成
十
四
年
に
は
復
曲

能「
龍
之
口
」の
上
演
を
実
現
さ
れ
、

ま
さ
に
快
挙
と
い
う
べ
き
実
績
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
こ
れ
ら
の
ご
功
績
の
お
か

げ
で
、
本
研
究
会
は
平
成
十
五
年
、

愛
知
県
芸
術
文
化
選
奨
文
化
賞
を
授

与
さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。
そ
の
受
賞
記
念
と
設
立
十
周
年

を
記
念
し
て
『
東
海
能
楽
研
究
会
十

周
年
記
念
論
集
』
を
発
刊
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
筧
先
生
の
ご
提
案
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
三
年
後
の
平
成
十
八

年
に
は
法
政
大
学
主
催
第
十
七
回
催

花
賞
を
、
本
会
名
義
で
受
賞
す
る
と

い
う
栄
誉
が
重
な
り
、
こ
の
と
き
も

『
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
』
を
刊

行
し
ま
し
た
。
両
論
文
集
と
も
、
賞

金
を
そ
の
た
め
に
当
て
る
と
い
う
筧

先
生
の
方
針
を
受
け
入
れ
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　

自
ら
の
意
志
で
本
会
代
表
を
退
か

れ
た
後
も
能
楽
資
料
に
対
す
る
先
生

の
情
熱
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
、
大
阪
の
観
世
流
シ
テ
方
下

田
益
三
・
雄
三
氏
旧
蔵
資
料
の
寄
贈

を
受
け
、
自
宅
に
「
下
田
文
庫
」
を

開
設
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
文
庫
目
録

を
整
備
し
て
一
般
に
公
開
す
る
と
い

う
見
識
は
見
事
で
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
自
宅
の
離
れ
を
改
修

し
て
、無
償
の「
こ
ど
も
能
楽
教
室
」

稽
古
場
を
開
か
れ
、
能
楽
を
次
代
に

継
承
す
る
と
い
う
情
熱
も
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
会
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
先
生

の
多
大
な
ご
功
績
は
筆
舌
に
尽
く
せ

ま
せ
ん
。
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遺
さ
れ
た
私
た

ち
の
悲
し
み
は
癒
え
ま
せ
ん
が
、
先

生
の
遺
志
を
継
い
で
、
こ
の
会
が
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
こ

と
を
誓
っ
て
哀
悼
の
意
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
二
十
六
年
三
月

東
海
能
楽
研
究
会
代
表　

林　

和
利

本
会
初
代
代
表
　
筧
鑛
一
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

　
東
海
能
楽
研
究
会
会
発
足
以
来
長
年
代
表
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
筧
鑛
一
先

生
（
大
倉
流
大
鼓
方
）
が
、
昨
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日
、
肺
気
腫
の
た
め

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
三
歳
で
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

筧
鑛
一
先
生
に
よ
る
　

　
　
　
　
　
能
楽
研
究
・
保
存
活
動

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）

　

７
月　

東
海
能
楽
研
究
会
発
足

　

10
月
28
日　

�『
東
海
能
楽
年
鑑�

平
成
5
年
版
』
刊

行

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）

　

５
月
21
日　

�

東
海
能
楽
研
究
会�

例
会
第
1
回
（
於�

名
古
屋
女
子
大
学
）

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

　

７
月　
『
東
海
地
域
能
楽
番
組
一
覧
』
刊
行

　

12
月　

�

大
倉
三
忠
氏
蔵
書
調
査
（
尾
張
藩
演
能
記

録
『
能
囃
子
組
』
な
ど
）

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

　

８
月
10
日　

�

第
１
回
「
伝
統
芸
能
上
演
会
－
伝
統

芸
能
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
」

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）

　

３
月　

愛
知
県
芸
術
文
化
選
奨
受
賞

　

７
月　

�『
近
代
名
古
屋
の
能
楽
を
支
え
た
人
々
』

刊
行

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

　

９
月
12
日　

�

復
曲
能
《
龍
之
口
》
上
演
（
午
前�

首
題
寺�

午
後�

名
古
屋
能
楽
堂
）

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）

　

２
月
21
日　

愛
知
県
芸
術
文
化
選
奨
文
化
賞
受
賞

平
成
17
年
（
２
０
０
５
）

　

２
月　

�『
東
海
能
楽
研
究
会�

十
周
年
記
念
論
集
』

刊
行

　

伝
統
文
化
こ
ど
も
能
楽
教
室�

中
村
教
室�

発
足

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

　

１
月
13
日　

�

法
政
大
学
能
楽
研
究
所�

第
17
回
催

花
賞
受
賞

　

�

伝
統
文
化
こ
ど
も
能
楽
教
室�

豊
橋
教
室
・
津
教

室�

発
足

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

　

３
月
31
日　
『
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
』
刊
行

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

　

３
月
〜　

�

鬼
頭
嘉
男
氏
資
料
調
査
（
平
成
24
年
１

月
『
ホ
ッ
ト
・
マ
イ
ン
ド�

名
古
屋
の

宝
生
流
能
楽
師�

鬼
頭
嘉
男
が
受
け
継

い
だ
も
の
』
長
田
若
子
著�

刊
行
）

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

　

１
月
20
日　

�『
能
楽
を
愛
好
し
た
人
々
の
思
い
出

集
』
刊
行

　

５
月
28
日　

�

豊
橋
安
海
熊
野
神
社
「
能
楽
と
庖
刀

式
奉
納
」（
東
海
能
楽
研
究
会�

豊
橋

支
部
・
浅
川
直
三
郎
基
金
）

　

５
月
〜　

下
田
益
三
氏
・
下
田
雄
三
氏
蔵
書
記
査

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

　

１
月　

�

名
古
屋
能
楽
堂
展
示
室
平
成
企
画
展
「
下

田
益
三
旧
蔵
書
展
－
貴
書
に
学
び
、
稀
書

と
遊
ぶ
－
」（
23
年
12
月
28
日
〜
24
年
１

月
30
日
）

　

１
月
８
日　

�

下
田
文
庫
設
立
記
念
「
伝
統
芸
能
上

演
会
－
伝
統
芸
能
を
次
世
代
に
つ
な

げ
る
た
め
に
」

　

11
月
18
日　

下
田
文
庫
開
き
（
筧
先
生
宅
）
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〈
楊
貴
妃
〉の
世
界 

―『
俚
諺
察
形
子
』の
註
釈
を
手
が

か
り
に
し
て
―

橋
場　

夕
佳

　

筆
者
は
こ
の
と
こ
ろ
、『
宝
生
流
謡
俚

諺
察
形
子
』一
を
読
む
研
究
会
「
俚
諺
会
」

に
お
い
て
、
能
〈
楊
貴
妃
〉
を
読
む
機
会

を
得
た
。
同
研
究
会
は
、
も
と
は
世
阿
弥

の
芸
術
論
書
で
あ
る
『
世
子
六
十
以
後
申

楽
談
儀
』
を
読
む
会
で
あ
っ
た
が
、『
申

楽
談
儀
』
を
読
み
終
え
、
現
在
は
謡
曲
注

釈
書
『
宝
生
流
謡
俚
諺
察
形
子
』
を
中
心

資
料
と
し
て
輪
読
し
、
能
の
作
品
研
究
を

目
的
と
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
註
釈
書

を
通
し
て
〈
楊
貴
妃
〉
の
詞
章
を
読
み
、

気
が
つ
い
た
こ
と
を
書
い
て
お
き
た
い
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
・
堀
麦
水

［
一
七
一
八
〜
八
三
］
が
著
し
た
『
俚
諺

察
形
子
』（
以
下
、『
察
形
子
』）
は
、
こ

れ
を
世
に
紹
介
し
た
野
々
村
戒
三
氏
に

「
古
今
の
謡
曲
注
釈
書
中
の
白
眉
」二
と

評
さ
れ
る
好
著
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
書

の
「
白
眉
」
た
る
所
以
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
そ
れ
は
、
野
々
村
氏
に
よ
っ
て
も
解

説
さ
れ
て
い
る
が
、『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽

資
料
解
題　

中
』
の
「
謡
曲
の
表
現
技
法

や
文
芸
性
の
指
摘
に
力
を
注
い
だ
簡
潔
な

註
釈
」三
と
い
う
評
価
は
、『
察
形
子
』
の

特
性
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。『
謡
曲
拾

葉
抄
』
や
『
謡
言
粗
志
』
な
ど
、
他
の
注

釈
書
が
謡
曲
詞
章
の
典
拠
を
詳
ら
か
に
す

る
こ
と
に
注
力
し
、
膨
大
な
文
献
を
示
す

の
に
比
べ
、『
察
形
子
』
の
註
釈
は
簡
潔

そ
の
も
の
で
、
引
用
す
る
典
拠
の
書
名
す

ら
示
さ
な
い
。
同
書
の
目
的
は
、
そ
の
凡

例
に
「
只
一
路
謡
曲
の
趣
意
を
知
ら
し
め

ん
と
欲
す
る
の
心
の
外
他
な
し
」
と
あ
る

よ
う
に
、
謡
曲
詞
章
の
解
釈
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
で
、詞
章
に
沿
い
、

そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
明
解
に
な

れ
ば
、
詞
章
と
直
接
関
わ
ら
な
い
文
献
の

引
用
は
必
要
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
が
輪

読
を
担
当
し
た〈
楊
貴
妃
〉の
註
釈
に
も
、

こ
の
『
察
形
子
』
特
有
の
方
針
は
色
濃
く

表
れ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
「
羽
衣
の

曲
」
に
つ
い
て
の
註
釈
は
、
同
作
品
の
主

題
や
そ
の
作
品
世
界
を
考
え
る
手
が
か
り

の
ひ
と
つ
と
な
る
よ
う
に
思
う
。

　

以
下
で
は
、〈
楊
貴
妃
〉
の
あ
ら
す
じ

を
追
い
な
が
ら
、
同
作
品
で
描
か
れ
て
い

る
も
の
は
何
か
を
考
え
て
み
た
い
。
玄
宗

皇
帝
の
命
を
受
け
、
楊
貴
妃
の
魂
魄
の
在

り
か
を
た
ず
ね
て
蓬
莱
宮
に
た
ど
り
着
い

た
方
士
は
貴
妃
に
会
う
。
貴
妃
は
方
士
に

「
玉
の
釵
」
を
与
え
、
そ
れ
が
自
分
の
形

見
で
あ
る
証
に
、
玄
宗
と
貴
妃
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
二
人
し
か
知
り
得
な
い
比
翼
連

理
の
私
語
を
明
か
す
。
貴
妃
は
、
帰
ろ
う

と
す
る
方
士
を
留
め
、「
玉
の
釵
」
を
取

り
返
し
て
、
か
つ
て
玄
宗
の
前
で
舞
っ
た

霓
裳
羽
衣
の
曲
を
舞
お
う
と
言
う
。
こ
こ

で
、
貴
妃
が
方
士
に
改
め
て
玄
宗
と
の
契

り
を
語
る
が
、
そ
の
前
に
「
未
来
永
々
の

流
転
さ
ら
に
生
死
の
終
り
も
な
し
（
未
来

永
劫
に
続
く
輪
廻
に
終
わ
り
は
な
い
）」

と
す
る
こ
の
世
界
で
、「
生
者
必
滅
」
の

理
か
ら
は
誰
も
免
れ
得
な
い
と
説
く
。「
わ

れ
も
そ
の
か
み
は
…
」
と
語
ら
れ
始
め
る

貴
妃
の
素
性
、
玄
宗
と
の
睦
言
、
や
が
て

訪
れ
る
別
れ
も
「
生
者
必
滅
」「
会
者
定

離
」
の
習
い
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と
言
う
よ

う
に
。
玄
宗
と
取
り
交
わ
さ
れ
た
比
翼
連

理
の
私
語
は
、
貴
妃
の
口
か
ら
二
度
語
ら

れ
る
が
、
一
度
目
は
「
玉
の
釵
」
の
形
見

の
証
と
し
て
、二
度
目
は「
生
者
必
滅
」「
会

者
定
離
」
の
理
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た

儚
い
恋
の
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
こ
の
後
に
、
貴
妃
に
よ
っ

て
「
羽
衣
の
曲
」
が
舞
わ
れ
る
。「
羽
衣

の
曲
」
は
も
ち
ろ
ん
、
玄
宗
と
の
思
い
出

の
霓
裳
羽
衣
の
曲
で
あ
る
が
、「
羽
衣
」

は
「
有
為
（
無
常
）」
で
も
あ
る
と
指
摘

す
る
の
は『
察
形
子
』の
註
釈
で
あ
る（
同

註
釈
書
に
は「
此
羽
衣
ハ
有
為
の
心
あ
り
」

と
あ
る
）。
同
じ
く
、
こ
の
理
解
を
踏
ん

で
い
る
の
が
、
次
の
『
新
潮
日
本
古
典
集

成　

謡
曲
集
』
頭
注
四
に
あ
る
訳
に
な
る

だ
ろ
う
。

霓
裳
羽
衣
の
曲
を
久
し
ぶ
り
に
今
ま

た
舞
う
私
の
気
持
ち
は
、
無
常
を
は

か
な
む
物
思
い
で
舞
う
こ
と
も
で
き

ぬ
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
舞

う
舞
袖
に
君
を
思
う
真
心
は
は
っ
き

り
と
表
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、〈
楊
貴
妃
〉
の
主
題
に
つ

い
て
は
、「
恋
慕
・
哀
傷
」
と
す
る
伊
藤

正
義
氏
（『
新
潮
古
典
集
成　

謡
曲
集
』

解
題
）、「
恋
慕
と
懐
旧
」
を
主
題
と
し
、

そ
の
主
題
を
支
え
て
い
る
の
が
「
現
世
へ

の
強
い
執
着
」
で
あ
る
と
す
る
天
野
文
雄

氏
五
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
恋
慕
、
懐
旧
、
哀
傷
が
こ
の
能

の
主
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た

だ
、
貴
妃
が
語
る
「
生
者
必
滅
」「
会
者

定
離
」
の
理
は
、
こ
の
作
品
の
通
奏
低
音

で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
理

が
二
十
五
有
の
い
ず
れ
の
世
界
に
お
い
て

も
逃
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、「
上

界
の
諸
仙
」
で
あ
っ
た
楊
貴
妃
に
は
わ
か

り
き
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
必
ず
別
れ
が

あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

人
を
恋
い
、
人
と
の
別
れ
を
嘆
く
。
そ
の

よ
う
な
「
憂
き
世
」
で
あ
っ
て
も
、
や
は

り
恋
し
い
。「
う
き
よ
な
れ
ど
も
恋
し
や

昔
は
か
な
や
別
れ
」
は
、「
生
者
必
滅
」「
会

者
定
離
」
の
理
を
よ
く
よ
く
知
る
楊
貴
妃

が
語
り
舞
う
か
ら
こ
そ
の
主
題
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一��

現
在
、
同
研
究
会
で
は
鴻
山
文
庫
蔵
本

を
使
っ
て
い
る
。
以
下
の
引
用
も
同
本

に
拠
る
。

二��

野
々
村
戒
三
「『
寶
生
流
謠
俚
諺
察
形

子
』
と
其
の
著
者
」（『
能
苑
日
渉
』
檜

書
店
。
昭
和
十
三
年
）

三��『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題　

中
』

（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
。
平
成
十

年
）

四��

伊
藤
正
義
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

謡

曲
集　

下
』（
新
潮
社
。昭
和
六
十
三
年
）

五��

天
野
文
雄
「
演
劇
研
究
の
再
考　

禅
竹
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序
説
―
禅
竹
作
品
の
「
趣
向
」「
背
景
」

「
主
題
」「
情
調
」
を
め
ぐ
る
素
描
的

概
観
」（『
演
劇
学
論
集
』
50
号
。
平
成

二
十
二
年
）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

ソ
ー
ン
ト
ン
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
作 

『
わ
が
町
』
と
夢
幻
能三

苫　

佳
子

　
「
夢
幻
能
」と
い
う
言
葉
の
始
ま
り
は
、

劇
の
主
人
公
が
ワ
キ
の
夢
の
中
に
現
れ
て

く
る
能
に
佐
成
謙
太
郎
氏
が
こ
の
言
葉
を

あ
て
た
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

田
代
慶
一
郎
著
『
夢
幻
能
』（「
夢
幻
能
と

い
う
言
葉
」一
九
九
四
年
、朝
日
新
聞
社
）

に
詳
し
い
。
田
代
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時

か
ら
夢
幻
能
は
、
中
世
の
日
本
に
生
ま
れ

た
能
と
い
う
演
劇
の
独
自
な
一
様
式
を
示

す
言
葉
と
な
る
一
方
、
生
き
た
人
間
の
み

が
登
場
す
る
『
芦
刈
』
や
『
安
宅
』
な
ど

は「
現
在
能
」と
分
類
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
分
類
意
識
は
世
阿
弥
の
伝
書
の

中
に
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば

『
三
道
』
の
中
に
「
静
、
村
雨
松
風
、

百
万
、
浮
舟
、
檜
垣
の
女
、
小
町
、
か
く

の
ご
と
き
女
体
」
と
あ
る
よ
う
に
、
幽
霊

で
あ
る
「
松
風
」
も
我
が
子
を
探
す
母

「
百
万
」
も
、
世
阿
弥
は
女
体
の
能
に
一

括
し
て
い
る
。夢
幻
能
と
現
在
能
と
は「
現

代
の
人
間
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
別
次
元

の
世
界
で
あ
る
が
、
世
阿
弥
の
時
代
に
は

死
者
の
住
む
冥
界
も
わ
れ
わ
れ
の
生
き
る

現
世
も
明
確
な
境
界
も
な
い
ま
ま
、
ど
こ

か
で
地
続
き
だ
っ
た
」（
前
掲
書
11
頁
）

た
め
に
、
世
阿
弥
以
後
五
百
年
以
上
の
間

に
両
者
は
区
別
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

夢
幻
能
と
現
在
能
を
区
別
す
る
必
要
が

生
じ
た
理
由
と
し
て
田
代
氏
は
、
西
欧
近

代
合
理
主
義
が
明
治
以
降
に
輸
入
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
ス
ト

リ
ン
ド
ベ
リ
ィ
作
『
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
』『
夢

幻
曲
』『
幽
霊
ソ
ナ
タ
』、
メ
ー
テ
ル
リ
ン

ク
作
『
青
い
鳥
』、
モ
ル
ナ
ー
ル
作
『
リ

リ
オ
ム
』
な
ど
が
翻
訳
さ
れ
「
夢
幻
劇
」

と
呼
ば
れ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

従
来
よ
り
夢
幻
能
の
技
法
が
用
い
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
現
代
戯
曲

の
一
つ
に
『
わ
が
町
』
が
あ
る
。『
わ
が

町
』
は
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
で
あ
り
劇
作

家
で
も
あ
る
ソ
ー
ン
ト
ン
・
ワ
イ
ル
ダ
ー

（
一
八
九
七
〜
一
九
七
五
年
）
に
よ
る

一
九
三
八
年
の
作
品
で
あ
る
（
名
取
栄

史
「
舞
台
監
督
の
退
場�O

ur�T
oun�

か

らT
he�Skin�of�O

ur�T
eeth

」『
ア
メ
リ

カ
演
劇
（
３
）』
一
九
八
九
年
、
法
政
大

学
出
版
局
）。
最
初
に
登
場
す
る
舞
台
監

督
役
の
役
者
が
、
観
客
に
向
け
て
わ
が
町

グ
ロ
ー
バ
ー
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介
を
始

め
、
時
に
劇
中
人
物
に
扮
し
な
が
ら
最
後

ま
で
劇
の
進
行
役
を
務
め
る
。
新
聞
編
集

長
ウ
ェ
ブ
家
の
長
女
エ
ミ
リ
ー
と
医
師
ギ

ブ
ス
家
の
長
男
ジ
ョ
ー
ジ
を
軸
に
、
第
一

幕
は
二
人
が
16
歳
頃
の
日
常
生
活
、
第
二

幕
で
は
二
人
の
結
婚
式
の
一
日
の
中
に
、

互
い
の
愛
に
気
付
い
た
時
の
出
来
事
が
挿

入
さ
れ
、
第
三
幕
で
は
産
褥
熱
で
死
亡
し

た
エ
ミ
リ
ー
の
葬
式
の
日
、
他
の
死
者
と

共
に
登
場
し
た
エ
ミ
リ
ー
が
一
旦
幼
い
時

の
自
分
に
戻
る
と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。

簡
素
な
舞
台
装
置
、
幽
霊
と
し
て
登
場
す

る
主
人
公
、
案
内
役
と
し
て
の
ワ
キ
や
地

謡
の
語
り
を
思
わ
せ
る
舞
台
監
督
の
役

に
、
能
と
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
後
年
、
ワ
イ
ル
ダ
ー
本

人
が
「
も
っ
と
若
い
時
に
能
を
知
っ
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
」
と
書
い
た
手
紙
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
で
、
彼
が
能
か
ら
直
接
の

影
響
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
（Robin�G.�W

ilder�&
�

Jackson�R.�Bryer�ed.,� T
he Selected 

L
etters of T

hornton W
ilder,�H

arper�
Collins,�2008

）。

　

水
谷
八
也
氏
は
、
ワ
イ
ル
ダ
ー
が
詳
し

く
能
を
知
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
死
者
（
霊
）
の
目
か
ら
生
を
見
る
視
点

が
据
え
ら
れ
て
い
る
点
」
に
『
わ
が
町
』

と
能
と
の
接
点
が
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て

い
る
（『
ソ
ー
ン
ト
ン
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
戯

曲
集（
１
）』「
序
文
」訳
註
33
、新
樹
社
）。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
が
求
め
ら
れ
た
の

は
な
ぜ
か
。
水
谷
氏
の
言
葉
に
則
し
て

言
え
ば
、
ワ
イ
ル
ダ
ー
は
、
現
実
の
世

界
で
の
個
人
対
個
人
の
対
立
や
そ
こ
か

ら
生
じ
る
葛
藤
と
い
っ
た
横
の
関
係
が

描
か
れ
る
だ
け
の
芝
居
や
上
演
法
に
満

足
し
て
お
ら
ず
、
宇
宙
や
神
な
ど
、
現

実
世
界
を
超
え
た
目
に
見
え
な
い
世
界

と
個
人
と
い
う
縦
軸
の
関
係
を
描
こ
う

と
し
た
劇
作
家
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（『
新
国
立
劇
場�

わ
が
町
』〈http://

w
w
w
.atre.jp/w

agam
achi/info/

new
s/20101108/53/

〉）。

　

世
阿
弥
が
今
日
の
よ
う
に
夢
幻
能
と
現

在
能
と
い
っ
た
区
別
を
必
要
と
し
な
か
っ

た
の
も
、
人
間
と
い
う
も
の
が
、
生
死
に

か
か
わ
ら
ず
常
に
神
仏
と
い
う
永
遠
な
る

も
の
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
仏
教
が
示

す
宇
宙
観
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
考
え
て

い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ワ
イ
ル
ダ
ー
の
場

合
は
、
こ
う
し
た
宗
教
的
な
あ
る
い
は
霊

的
な
感
性
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る

世
界
を
「
意
図
的
に
」
舞
台
に
持
ち
込

も
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か�（M

izutani,�
H
.,�

“The�Japanese�R
eception�of�

O
ur�T

ow
n�in�1941�:�Prem

odernism
�

and�T
hornton�W

ilder,

”�In�:�
T

hornton W
ilder : N

ew
 P

erspectives,�
N
orthw

estern�U
niversity�Press,�

2013

）。

　

で
は
、
生
と
死
を
つ
な
ぐ
視
点
が
持
ち

込
ま
れ
る
こ
と
で
何
が
見
え
て
く
る
の
だ

ろ
う
。
例
え
ば
「
鵜
飼
」
と
い
う
能
の
前

半
は
、
殺
生
禁
断
の
川
で
鵜
を
使
っ
て
漁

を
し
て
見
せ
し
め
に
殺
さ
れ
た
男
の
幽
霊

が
登
場
す
る
。
彼
は
懺
悔
の
心
で
罪
の
原
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因
と
な
っ
た
鵜
飼
を
再
現
す
る
が
、
そ
こ

で
は
鵜
を
使
う
様
子
が
実
に
生
き
生
き
と

演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
半
は
閻
魔

大
王
と
お
ぼ
し
き
地
獄
の
鬼
が
登
場
し
、

生
前
何
一
つ
良
い
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が

一
度
だ
け
旅
の
僧
を
泊
め
た
こ
と
の
あ
る

こ
の
男
に
慈
悲
心
を
認
め
る
。
そ
し
て
男

が
極
楽
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
闇

夜
に
真
如
の
月
が
姿
を
見
せ
る
。

　

死
と
い
う
も
の
を
通
し
て
人
生
を
振
り

返
る
時
、
冨
や
名
声
や
立
身
出
世
な
ど
の

現
世
の
価
値
観
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
人

物
が
生
き
た
真
の
価
値
を
浮
き
彫
り
に
で

き
る
。
仮
に
こ
の
世
で
儚
い
人
生
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
夢
幻
能
な
ら
ば
そ
の
人
物

の
輝
き
を
描
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。

（
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
水
谷
八

也
氏
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

室
町
時
代
礼
法
書
に
登
場
す
る
武

家
の
能
の
「
故
実
」 

　
―
『
宗
吾
大
艸
紙
』
の
猿
楽 

　
関
係
記
事
か
ら
―

飯
塚
恵
理
人

　

室
町
時
代
、
伊
勢
家
・
小
笠
原
家
・
今

川
家
な
ど
「
武
家
」
の
儀
礼
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
専
門
職
が
生
ま
れ
、「
式
楽
」

と
し
て
演
じ
ら
れ
た
猿
楽
・
田
楽
や
そ
の

役
者
に
対
す
る
扱
い
も
「
故
実
」
と
し
て

礼
法
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
既

に
研
究
者
に
知
ら
れ
て
い
る
資
料
で
は
あ

る
が
、『
宗
五
大
艸
紙
』（
注
一
）
よ
り
室

町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
当
時
の
申
楽
・

田
楽
の
上
演
実
態
と
、
現
在
の
能
と
の
質

的
な
差
異
が
伺
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て

紹
介
し
、
考
え
て
み
た
い
。『
宗
五
大
艸

紙
』
に
つ
い
て
は
『
群
書
解
題
』（
注
二
）

に
、
作
者
は
「
下
総
入
道
宗
五
す
な
わ
ち

伊
勢
貞
頼
。」、
成
立
年
は
「
大
永
八
年

（
一
五
二
八
）正
月
」と
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
、
猿
楽
・
田
楽
が
武
家
で
演

じ
ら
れ
る
の
は
多
く
身
分
の
高
い
人
を
迎

え
て
の
儀
礼
に
お
け
る
接
待
で
あ
っ
た
。

礼
法
書
と
は
儀
礼
を
行
う
役
人
の
心
得
で

あ
り
、
猿
楽
・
田
楽
な
ど
で
は
出
勤
料
を

与
え
る
方
法
や
金
額
が
重
要
点
で
あ
る
。

出
勤
料
を
渡
す
方
法
に
つ
い
て
『
宗
五

大
艸
紙
』
は
下
記
の
よ
う
に
記
す
。「
一　

同
時
猿
楽
田
楽
其
外
遊
者
に
折
紙
遣
候

事
。
亭
主
よ
り
な
れ
ば
無
是
非
候
。
客
人

よ
り
被
遣
候
を
ば
。
誰
が
し
殿
よ
り
と
亭

主
の
き
か
れ
候
や
う
に
可
申
。是
故
実
也
。

公
方
様
に
て
御
折
帋
被
下
候
バ
。
御
能
は

て
ゝ
う
た
ひ
申
候
時
。
か
な
ら
ず
大
夫
に

被
舞
候
て
後
。
勢
州
の
役
に
て
被
遣
候
。

大
夫
御
折
紙
を
深
く
戴
き
懐
中
致
し
候
。

私
ざ
ま
に
て
も
同
前
。
又
私
に
て
要
脚
を

持
て
出
候
て
遣
候
事
も
候
。
そ
れ
は
五
百

疋
三
百
疋
百
疋
な
ど
の
時
の
事
也
。
千
疋

と
も
候
へ
ば
折
紙
に
書
て
遣
候
。
但
し
千

疋
よ
り
内
を
も
折
紙
に
書
候
事
。
又
大
夫

に
千
疋
惣
座
へ
千
疋
な
ど
。
折
紙
二
被
遣

候
事
も
候
し
。
大
夫
に
五
百
疋
。
役
人
に

よ
り
三
百
疋
二
百
疋
な
ど
か
は
り
て
。
金

仙
寺
な
ど
に
て
被
遣
候
事
も
候
し
。
又
諸

大
名
へ
御
成
の
時
ハ
萬
疋
被
遣
候
。
其
時

舞
台
の
両
に
五
千
疋
宛
つ
ま
れ
候
。
五
百

疋
づ
つ
両
の
手
に
引
さ
ぐ
る
や
う
に
こ
し

ら
へ
て
。
大
名
の
内
衆
器
用
も
よ
く
。
随

分
の
仁
十
人
持
て
被
出
候
。
又
折
帋
に
て

被
出
候
事
も
候
歟
。
此
度
承
候
へ
ば
。
嶋

の
公
方
（
義
植
）
様
畠
山
式
部
少
輔
所
へ

御
成
の
時
。
御
供
衆
の
末
々
の
人
。
同
名

の
衆
持
て
出
ら
れ
候
。
舞
台
の
両
に
五
千

疋
づ
つ
つ
ま
れ
候
由
承
候
。
不
審
に
存

候
。
同
名
備
中
入
道
瑞
笑
。
た
し
か
に
大

名
内
衆
随
分
の
仁
持
て
被
出
置
候
を
座
の

者
楽
屋
へ
は
こ
び
候
由
記
し
置
れ
候
。」

（
五
五
九
―
五
六
〇
頁
）
と
な
る
。
儀
式

に
よ
っ
て
出
勤
料
の
額
が
違
っ
て
お
り
、

公
方
の
諸
大
名
へ
の
御
成
の
時
は「
萬
疋
」

と
最
も
多
い
。
能
役
者
は
「
猿
楽
田
楽
其

他
遊
者
」
と
記
さ
れ
「
遊
者
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
彼
ら
は
「
公
方
の
御
成
」
の

場
に
出
る
時
が
、
最
も
収
入
と
名
誉
を
得

る
機
会
で
あ
っ
た
ろ
う
。
観
世
座
に
つ
い

て
「
一　

殿
中
に
て
し
げ
き
能
の
時
ハ
。

観
世
に
三
千
疋
づ
つ
被
下
候
由
候
。
又
被

下
候
は
ぬ
時
も
候
し
。
又
正
月
松
ば
や
し

の
時
ハ
し
ゆ
ら
い
に
万
疋
当
日
万
疋
被
下

候
し
。
御
台
様
よ
り
ハ
御
服
十
被
下
候
。

前
に
し
る
し
候
如
し
。
き
と
し
た
る
時
万

疋
被
下
候
。」（
五
六
〇
頁
）
と
あ
り
、
こ

の
時
代
に
は
観
世
座
に
将
軍
家
の
「
し
げ

き
能
」
や
「
正
月
松
ば
や
し
」
に
出
る
特

権
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。

　

ま
た
将
軍
の
邸
内
に
お
い
て
の
酒
宴
の

場
も
「
儀
式
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場

で
能
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
、
能

の
後
に
祝
言
謡
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
も
『
宗
五
大
艸
紙
』
に
「
一　

殿
中
に
て
の
御
さ
か
も
り
の
事
。
能
御
座

候
へ
バ
。
能
は
て
ゝ
公
方
様
直
に
う
た
へ

と
被
仰
候
。
又
御
相
伴
衆
御
供
衆
の
申
さ

れ
候
事
も
候
。
さ
候
へ
ば
舞
台
に
候
座
の

者
て
う
し
を
さ
げ
て
祝
言
の
う
た
ひ
を
申

候
。
さ
候
へ
ば
。
や
が
て
大
夫
罷
出
候
て

舞
台
の
中
程
へ
出
候
て
う
た
ひ
申
候
。（
中

略
）
大
こ
は
入
り
は
な
ど
舞
候
時
。
う
た

ひ
に
よ
り
て
打
候
。
一
声
舞
な
ど
は
や
す

事
ハ
。
努
々
な
く
候
。」（
五
六
一
頁
）
と

あ
る
。
大
こ〔
＝
太
鼓
〕は「
入
り
は
」〔
＝

終
曲
部
〕
を
舞
う
時
だ
け
曲
に
よ
っ
て
打

つ
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、現
在
と
通
じ
る
。

　

ま
た
将
軍
や
客
が
大
夫
に
対
し
て
予
定

さ
れ
て
い
な
い
能
を
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
も
引
用
す
る
と
、「
又

能
い
ま
一
番
な
ど
ハ
。
公
方
様
直
に
被
仰

候
事
も
候
。
又
公
家
御
相
伴
衆
な
ど
被
申

候
事
も
候
つ
る
。」（
五
六
一
頁
）と
あ
る
。

現
在
と
最
も
異
な
る
の
は
「
能
半
に
何
に

て
も
つ
か
は
さ
れ
ま
じ
く
候
。さ
候
へ
ば
。

大
夫
め
ん
を
は
づ
し
て
戴
き
候
間
。
し
あ

は
せ
大
事
と
申
候
。」（
五
六
二
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
能
の
最
中
に
シ
テ
に
物
を
あ

げ
る
風
習
で
あ
る
。
こ
れ
は
劇
が
成
り
立

た
な
く
な
る
の
で
当
時
で
も
「
大
事
」
と
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意
識
さ
れ
た
が
、
日
常
的
に
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
「
故
実
」「
心
得
」
と
し
て
禁
止
す

べ
き
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
観
阿

弥
・
世
阿
弥
が
演
じ
た
能
の
環
境
は
、
猿

楽
者
に
敬
意
を
払
い
「
芸
術
」
と
し
て
能

を
「
鑑
賞
」
し
た
の
で
は
な
く
酒
宴
の
場

の
「
座
興
」
と
し
て
能
を
楽
し
ん
だ
環
境

で
あ
っ
た
こ
と
を
、
時
代
の
下
っ
た
戦
国

時
代
の
記
述
で
は
あ
る
が『
宗
五
大
艸
紙
』

は
伝
え
て
い
る
。

　

な
お
将
軍
の
邸
内
で
能
を
す
る
時
に
近

江
猿
楽
の
者
と
田
楽
の
者
が
白
洲
に
伺
候

し
て
能
を
誉
め
る
係
を
勤
め
、
そ
れ
に
対

し
て
下
さ
れ
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
宗
五

大
艸
紙
』
の
「
一　

殿
中
に
て
能
さ
せ
ら

れ
候
時
ハ
。
必
近
江
猿
楽
両
人
。
田
楽

二
三
人
。
御
前
の
通
の
御
え
ん
の
下
の
し

ら
す
に
敷
皮
を
敷
て
祗
候
致
候
而
能
を
ほ

め
申
候
。
正
月
松
ば
や
し
の
時
は
。
各
一

重
被
下
候
。」（
五
六
一
頁
）
に
あ
る
。
同

業
の
大
和
猿
楽
の
他
座
で
は
な
く
、
な
ぜ

異
ジ
ャ
ン
ル
の
近
江
猿
楽
や
田
楽
の
役
者

が
能
を
褒
め
る
の
か
は
今
後
検
討
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

注
一　

�『
群
書
類
従　

第
二
十
二
輯　

武

家
部
』
塙
保
己
一
編
纂　

続
群
書

類
従
完
成
会　

昭
和
五
十
七
年

十
一
月　

訂
正
三
版
第
五
刷
発

行
。
引
用
の
頁
は
各
引
用
文
の
末

尾
（　

）
内
に
記
し
た
。

注
二　

�『
群
書
解
題　

第
十
六
上
』　

続
群

書
類
従
完
成
会
編　

続
群
書
類
従

完
成
会　

昭
和
三
十
七
年
十
一
月

発
行　

三
十
三
頁

補
記　

�

本
研
究
は
平
成
二
五
年
度
科
学
研

究
費
助
成
基
盤
研
究
Ｃ
「
東
海
地

域
近
世
・
近
代
能
楽
資
料
の
収

集
・
整
理
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」

（
研
究
代
表
者　

飯
塚
恵
理
人
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
る
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

能
の
習
事
上
演
に
お
け
る
幕
藩
体

制
か
ら
の
「
雪
解
け
」米

田　

真
理

　

明
治
維
新
が
能
楽
に
及
ぼ
し
た
影
響
の

大
き
さ
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
幕
府
や
大
名
家
の
お
抱
え
役
者
は

経
済
的
に
困
窮
し
、
断
絶
し
た
家
す
ら

あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
維
新
期
の
演
能

に
は
、
幕
藩
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
。

　

廃
藩
置
県
の
翌
年
で
あ
る
明
治
四
年
八

月
二
十
一
日
の
こ
と
。
名
古
屋
の
狂
言

師
・
早
川
幸
一
舞
台
で
の
演
能
に
、
喜
多

文
十
郎
が
出
演
し
た
。演
目
は《
石
橋
》と
、

《
猩
々
》「
壺
置
二
人
ノ
出
」。
い
ず
れ
も
、

重
い
習
事
で
あ
る
。

　

文
十
郎
は
彦
根
藩
お
抱
え
役
者
・
喜
多

織
衛
家
の
六
代
目
で
、
嘉
永
七
年
四
月
に

当
主
を
継
い
だ
。
だ
が
、
明
治
維
新
に
と

も
な
い
、
慶
応
四
年
閏
四
月
三
日
、
他
の

お
抱
え
役
者
と
と
も
に
「
歩
行
」
に
移
籍

と
な
り
、翌
年
解
雇
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、

文
十
郎
は
、
明
治
十
七
年
、
喜
多
宗
家
の

十
四
代
目
六
平
太
能
心
が
十
一
歳
で
家
元

を
継
承
す
る
に
あ
た
り
、「
補
助
」
の
立

場
を
勤
め
た
重
鎮
で
あ
る
（
表
章
氏
『
喜

多
流
の
成
立
と
展
開
』）。

　

さ
て
、
早
川
舞
台
で
の
記
録
は
個
人
蔵

の
太
鼓
伝
書
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
明
治

四
年
か
ら
六
年
の
間
に
習
事
の
相
伝
を
受

け
た
り
、
見
聞
し
た
り
し
た
演
出
を
書
き

留
め
て
い
る
。
例
え
ば
、《
葛
城
》
の
「
大

和
舞
」（
宝
生
流
）や
、《
絵
馬
》の「
女
体
」

（
金
剛
流
）
と
い
っ
た
小
書
演
出
が
見
ら

れ
る
。

　

喜
多
文
十
郎
の
上
演
記
録
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、《
猩
々
》
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
年
未
八
月
廿
一
日
、
於
早

川
舞
台
、
喜
多
文
十
郎
親
子
ニ
テ

《
猩
々
》「
壺
置
二
人
ノ
出
」
相
勤

申
候
。
工
合
（
＊
）
殊
之
外
能
出
来

候
。（
＊
注
「
工
合
」
と
は
「
具
合
」

の
こ
と
か
）

呂
掛
リ
打
方
、
初
段
後
二
段
め
ヨ
リ

位
ツ
メ
、
夫
ヨ
リ
呂
掛
リ
ニ
テ
、
森

田
流
笛
之
手
配
之
通
ニ
テ
申
合
セ
打

勤
申
候
事
。
笛
藤
田
也
。

　

傍
線
部
か
ら
は
、
笛
を
つ
と
め
た
の
は

「
藤
田
」
だ
っ
た
が
、
筆
者
で
あ
る
太
鼓

方
の
役
者
は「
森
田
流
」の
笛
の
手
に
従
っ

て
演
奏
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
《
猩
々
乱
》
は
シ
テ
と
笛
と
の
見
計
ら

い
が
重
視
さ
れ
る
。彦
根
城
博
物
館
蔵『
能

覚
書
』に
は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一　

二
人
猩
々
、
壷
出
ス
時
、
初
段　

乱
ニ
か
ゝ
る
迄
ノ
笛
、
手
ヲ
吹
ズ
、

地
斗
吹
。
大
方
、
乱
ニ
か
ゝ
る
迄
ハ

か
ん
弐
ツ
吹
、弐
ツ
目
ノ
か
ん
ノ
時
、

乱
ニ
か
ゝ
る
様
ニ
舞
て
よ
し
。
り
よ

ノ
時
、
乱
ニ
か
ゝ
れ
ハ
あ
と
へ
乱
し

さ
る
ニ
笛
ミ
ぢ
か
く
し
て
、
せ
ハ
し

な
し
、
そ
れ
故
か
ん
か
ゝ
る
様
ニ
舞

て
よ
し

　

傍
線
部
に
は
、
最
初
か
ら
「
り
ょ
（
＝

呂
）」
で
「
か
か
る
」
と
せ
わ
し
な
い
と

記
さ
れ
、
こ
れ
は
前
掲
の
太
鼓
伝
書
に
て

「
二
段
め
ヨ
リ
位
ツ
メ
、夫
ヨ
リ
呂
掛
リ
」

と
あ
る
の
と
矛
盾
し
な
い
。『
能
覚
書
』は
、

本
文
の
成
立
は
延
宝
七
年
と
古
い
も
の
だ

が
、寛
政
年
間
以
降
に
彦
根
で
書
写
さ
れ
、

藩
主
や
喜
多
織
衛
家
で
参
照
さ
れ
て
い
た

伝
書
で
あ
る
。
シ
テ
と
笛
と
の
見
計
ら
い

の
重
要
性
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

こ
こ
で
思
い
出
し
た
い
の
は
、
習
事
を

上
演
す
る
際
の
シ
テ
方
と
囃
子
方
の
組
み

合
わ
せ
が
、
江
戸
時
代
の
後
期
、
幕
府
に

提
出
し
た
書
上
に
し
た
が
い
制
限
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。『
文
化
年
間
書
上
』

の
「
習
事
相
手
組
」（
池
内
信
嘉
『
能
楽

盛
衰
記
』
所
収
）
に
お
い
て
、喜
多
流
は
、

《
石
橋
》
や
《
道
成
寺
》
と
い
っ
た
重
い

習
事
は
森
田
流
だ
け
を
相
手
と
す
る
と
し

て
い
た
。
結
局
、
藤
田
流
か
ら
の
訴
え
に

よ
り
、
こ
の
相
手
組
は
解
消
さ
れ
た
の
だ

が
、
能
の
上
演
を
制
度
下
に
置
こ
う
と
す
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る
時
代
の
風
潮
が
見
て
取
れ
る（
拙
稿「
文

化
年
間
の
藤
田
流
と
習
事
相
手
組
を
め
ぐ

る
一
考
察
」。『
東
海
能
楽
研
究
会　

年
報
』

五
号
。
平
成
十
三
年
）。

　

そ
も
そ
も
尾
張
藩
は
、
シ
テ
方
五
流
の

う
ち
四
流
の
役
者
を
揃
え
て
い
た
が
、
そ

の
、
唯
一
抱
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が

喜
多
流
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
を
本
拠
地
と

す
る
囃
子
方
諸
流
の
役
者
に
と
っ
て
は
、

喜
多
流
を
相
手
に
重
い
習
事
を
つ
と
め
る

機
会
は
、
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

同
じ
日
に
上
演
さ
れ
た《
石
橋
》で
は
、

囃
子
方
が
「
石
井
、
福
井
、
八
郎
、
藤
田

清
」
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
か
つ
て
尾
張
藩
の
お
抱
え
役
者
だ
っ

た
石
井
弥
一
、
福
井
四
郎
兵
衛
、
鬼
頭
八

郎
、
藤
田
清
兵
衛
を
指
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
重
い
習
事
に
つ
い
て

喜
多
流
と
の
共
演
を
果
た
し
た
貴
重
な
機

会
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。『
習
事
相
手

組
』
の
よ
う
な
諸
制
度
に
縛
ら
れ
て
い
た

旧
幕
藩
時
代
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
役
者

の
組
み
合
わ
せ
な
の
だ
。
喜
多
文
十
郎
が

な
ぜ
名
古
屋
を
訪
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で

な
く
、
ま
た
、
た
だ
一
日
の
二
番
の
上
演

例
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば

能
楽
の
自
由
化
、
新
時
代
の
到
来
を
告
げ

る
注
目
す
べ
き
事
例
と
い
え
る
。

　

幕
藩
制
度
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
に
裏
打

ち
さ
れ
た
能
楽
の
諸
制
度
は
、
長
い
歴
史

を
通
し
て
あ
ま
り
に
も
が
ん
じ
が
ら
め
に

な
っ
て
い
た
。
明
治
維
新
と
は
、
習
事
を

め
ぐ
る
体
制
の
瓦
解
で
も
あ
り
、同
時
に
、

雪
解
け
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

＊
本
稿
に
お
い
て
参
照
し
た
資
料
は
、

筧
鉱
一
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
拝
見
で

き
た
も
の
で
す
。
先
生
か
ら
賜
っ
た

数
々
の
学
恩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

出
目
元
休
満
光
の
生
歿
年
の
考
察

保
田　

紹
雲

は
じ
め
に

　

世
襲
面
打
家
・
出
目
元
休
家
第
六
世

満
光
に
つ
い
て
没
年
は
嘉
永
七
年
寅
閏

（
１
８
５
４
）
七
月
廿
二
日
で
あ
る
が
、

享
年
は
不
明
で
、
従
っ
て
生
年
も
判
ら
な

い
。

　

す
な
わ
ち
、
出
目
元
休
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
正
源
寺
（
東
京
都
港
区
高
輪
二
丁
目

一
番
四
五
号
）
の
墓
碑
銘
に
「
釈
元
休
信

士　

安
政
元
寅
閏
七
月
廿
二
日
」、ま
た
、

過
去
帳
に
は
安
政
元
甲
寅
年
の
所
に
「
釈

元
休　

七
月
廿
二
日　

出
目
元
休　

本

所
」
と
あ
る
が
享
年
の
記
録
は
な
い
。

　

な
お
、
安
政
元
年
は
十
一
月
二
十
七
日

に
嘉
永
か
ら
改
元
と
な
っ
た
の
で
七
月
は

正
確
に
は
嘉
永
七
年
で
あ
る
。

　

満
光
が
生
前
に
福
井
県
越
前
市
の
安
證

寺
に
宛
て
た
自
筆
の
書
簡
が
同
寺
に
残
さ

れ
て
お
り
、
書
簡
の
日
付
は
七
月
十
八
日

と
あ
る
が
、
年
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
下
は
、
こ
の
書
簡
の
記
述
内
容
か
ら

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
年
を
考
察
し
、
こ

れ
か
ら
満
光
の
享
年
は
四
十
五
歳
で
あ
る

こ
と
、
生
年
は
文
化
七
年
（
１
８
１
０
）

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
以
下
は
そ
の
考
察
の
経
過
を
述
べ

る
。

満
光
書
簡

　
『
越
前
安
證
寺
蔵
満
光
書
簡
』（
以
下
、

「
書
簡
」
と
呼
ぶ
。）
の
全
文
は
飯
塚
恵

理
人
稿
「
越
前
出
目
家
墓
参
記
」（『
椙
山

女
学
園
大
学　

文
化
情
報
学
部
紀
要
』
第

九
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
九
））
に
全
文
の

翻
刻
に
写
真
を
添
え
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
翻
刻
を
再
録
す
る
。

　

な
お
、
安
證
寺
の
調
査
行
に
は
飯
塚
恵

理
人
氏
に
筆
者
も
同
行
し
現
地
で
は
写
真

撮
影
を
担
当
し
た
。

出
目
元
休
満
光
・
安
證
寺
宛
書
簡

一
翰
呈
上
仕
候　

先
以
秋
暑
之
節

御
坐
候
処　

愈
御
安
壮
被
成
御
坐
珎
重
御

義
奉
ㇾ
存
候　

然
者
打
絶　

御
文
通
御
尋　

不
ㇾ
仕
芍
ニ
御
無
音
ニ
罷
成
候　

先
年
己

来
御
出
府
之
節
者　

寛
ニ
御
會
談
仕　

大

慶
奉
ㇾ
存
候　

其
后
一
寸
御
尋
ニ
可
申
上

候
筈
之
處　

遠
路
幸
便
無
ㇾ
之　

此
度
宜

便
ニ
付　

明
今
御
尋
申
上
候　

右
得
二
貴

意
一
度
如
是
ニ
御
坐
候　

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
介
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
目
元
休

　
　
　

七
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
光
（
花
押
）

　
　
　

出
目

　
　
　
　

安
證
寺
様

　
　
　
　
　
　

参
人
　々

御
中

尚
々
先
年
御
出
府
ヨ
リ
数
年
も
相
立
候
御

事
故
御
歳
も
御
老
数
之
御
義
と
奉
察
候
拙

者
事
も
當
年
四
十
才
ニ
相
成
り　

十
二
ヶ

年
己
前
家
名
之
通
剃
髪
仕
無
事
ニ
相
務
居

申
候　

乍
ㇾ
憚
御
安
意
可
被
下
候

御
出
府
中
御
宿
申
候
浅
草
居
宅
も
十
ヶ
年

己
前
殊
之
外
之
近
火
ニ
而　

類
焼
仕　

當

時
至
而
田
舎
住
仕
候　

夫
故
歟
先
　々

火

事
之
障　

御
坐
無
ㇾ
之
大
慶
ニ
相
暮
し
申

候此
度
幸
便
之
義
者　

御
近
村
ヨ
リ
江
戸
表

江
罷
出
候
人
方
江
妹
縁
組
仕
段
々
貴
寺
之

御
事
共
相
尋
候
処
宜
ク
存
居
色
々
貴
寺
拙

家
古
縁
之
事
抔
相
咄
し
申
候
處
出
目
之
段

発
明
い
た
し
候　

宜
敷
有
縁
相
求
此
度
之

御
文
通
相
調
大
慶
ニ
之
至
御
坐
候　

此
后

者
折
々
幸
便
之
節
御
尋
可
申
上
候　

若も
し

御

返
書
等
も
御
坐
候
ハ
バ　

此
翰
届
ケ
人
方

江
御
出
し
被
下
候
ハ
バ　

早
々
相
届
き
候

事
ニ
御
坐
候　

当
時
居
宅　

江
戸
深
川
小

名
木
川
通
り
上
大
嶋
村
と
申
處
ニ
罷
居
申

候又
々
福
井
御
坊
所
御
用
抔
ニ
而
御
出
府
も

御
坐
候
ハ
バ
何
分
御
尋
奉
ㇾ
待
候

近
年
者
京
都
大
ニ
能
流
行
ニ
而
面
細
工
用

多
頼
有
之　

六
条
御
殿
鷹
司
様
抔
ヨ
リ

色
々
と
御
用
も
御
坐
候
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當
時
倅
共
も
二
人
有
之
候
得
共　

未
幼
年

ニ
而
有
之
候
間　

京
都
邊
罷
出
候
望
も
御

坐
候
得
共
當
分
者
参
り
兼
申
候　

去
年
築

地
御
坊
ニ
而
も　

蓮
如
様
御
法
事
之
節　

御
能
も
有
之
候
江
戸
御
坊
御
能
之
事　

此

度
珍
ら
敷
御
事
ニ
御
坐
候
御
序
之
節
当
時

御
寺
御
代
々
常
観
様
迄
記
録
ニ
相
認
置
候

間　

猶
又
御
當
住
之
処
御
認
可
被
下
候
常

應
様
御
筆
色
々
持
傳
居
候
此
度
印
之
為　

反
古
之
中
壱
ツ
呈
上
仕
候　

色
々
可
申
上

候
筈
之
処　

昨
夜
縁
家
江
参
り
候
処
越
前

表
え
一
両
日
之
中
便
有
之
候
歟　

書
面
出

し
候
ハ
バ
届
ケ
申
べ
き
咄
し
出
今
朝
早
々

相
調
便
故
認
申
候
甚
草
々
ニ
而
御
坐
候
間

御
読
分
可
被
下
候　

若
々
久
々
年
ふ
り
候

事
故
不
ㇾ
定
常
観
様
御
終
年
ニ
も
御
坐
候

や尚
又
貴
寺
御
当
住
様
何
分
旧
縁
之
處
御
同

前
ニ
相
結
び
申
度
候
間　

何
分
御
文
通
御

願
申
上
候　

拙
者
後
世
ニ
而
老
年
ニ
モ
相

成
り
候
ハ
バ　

京
都
邊
よ
り
其
御
表
江

も
罷
出
候
事
共
御
坐
候
御
事
願
居
り
申

候　

先
者
端
書
早
々
迄
御
免
可
ㇾ
被
ㇾ
下

候　

以
上

書
簡
か
ら
満
光
年
齢
と
剃
髪
年
齢

　

書
簡
に
は
「
拙
者
事
も
當
年
四
十
才
ニ

相
成
り　

十
二
ヶ
年
己
前
家
名
之
通
剃
髪

仕　

無
事
ニ
相
勤
居
申
候　

乍
ㇾ
憚
御
安

意
可
被
下
候
」
と
あ
っ
て
、
満
光
の
年
齢

が
四
十
歳
、
剃
髪
し
て
元
休
を
名
乗
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

子
供
の
記
録
か
ら
書
簡
の
大
凡
の
時
期

　

書
簡
に
「
當
時
倅
共
も
二
人
有
之
候
得

共　

未
幼
年
ニ
而
有
之
候
間
」
と
あ
り
、

こ
の
倅
に
つ
い
て
東
京
都
港
区
高
輪
の
正

源
寺
の
過
去
帳
に
弟
に
つ
い
て
「
万
延
元

申
年
（
１
８
６
０
）
七
月
二
日　

釈
顕
示　

出
目
源
助
弟
重
八　

廿
歳
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
、
手
紙
に
あ
る
倅
二
人
の
内

兄
の
方
が
出
目
源
助
で
、
長
じ
て
満
守
を

名
乗
っ
た
元
休
家
の
最
後
の
人
で
あ
る
。

　

書
簡
の
「
倅
共
も
二
人
有
之
候
得

共　

未
幼
年
ニ
而
有
之
候
間
」
と
あ
り
、

弟
の
生
ま
れ
た
時
期
は
、
万
延
元
申
年

（
１
８
６
０
）
に
廿
歳
で
あ
る
か
ら
、
天

保
十
二
年
（
１
８
４
１
）
生
で
あ
る
。

　

幼
年
の
時
期
を
仮
に
十
歳
迄
と
す
れ

ば
、
書
簡
は
天
保
十
二
年
（
１
８
４
１
）

か
ら
嘉
永
三
年
（
１
８
５
０
）
の
間
に
書

か
れ
た
も
の
と
な
る
。

蓮
如
様
御
法
事
か
ら
書
簡
の
時
期

　
「
去
年
築
地
御
坊
ニ
而
も
蓮
如
様
御
法

事
之
節　

御
能
も
有
之
候
。
江
戸
御
坊
御

能
之
事　

此
度
珍
ら
敷
御
事
ニ
御
坐
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
簡
の
前
年
に
蓮
如

の
御
法
事
が
久
方
ぶ
り
に
御
能
を
催
さ
れ

る
な
ど
大
掛
り
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　

蓮
如
は
明
応
八
年
（
１
４
９
９
）
三
月

二
十
日
、
八
十
五
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。

　

蓮
如
の
法
事
が
執
り
行
わ
れ
た
時
期
に

つ
い
て
、
天
保
十
二
年
（
１
８
４
１
）
か

ら
嘉
永
三
年
（
１
８
５
０
）
の
間
に
該

当
す
る
切
の
良
い
年
忌
の
年
を
考
え
る

と
、
三
五
〇
年
忌
に
当
る
の
が
嘉
永
元
年

（
１
８
４
８
）
で
あ
り
書
簡
は
そ
の
翌
年

の
嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）
と
な
る
。

満
光
の
生
年
と
享
年

　

以
上
か
ら
満
光
は
嘉
永
二
年

（
１
８
４
９
）
に
四
十
歳
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
生
年
は
文
化
七
年
（
１
８
１
０
）
で

あ
る
。

　

満
光
は
安
政
元
寅
（
１
８
５
４
）
閏
七

月
廿
二
日
歿
で
享
年
は
四
十
八
歳
で
あ
る
。

　

書
簡
に
「
常
観
様
御
終
年
に
も
御
座
候

や
」
と
あ
る
が
、
安
證
寺
の
過
去
帳
で
常

観
は
弘
化
四
年
（
１
８
４
７
）
三
月
十
三

日
没
な
の
で
、
書
簡
に
時
期
に
は
存
命
中

で
あ
る
。

満
光
の
歿
年
「
安
政
元
年
」
に
つ
い
て

　
「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
よ
う
に
満
光

の
歿
年
月
日
は
菩
提
寺
の
正
源
寺
の
墓
碑

及
び
過
去
帳
の
双
方
に
安
政
元
甲
寅
年
七

月
廿
二
日
と
あ
る
。

　

安
政
元
年
は
十
一
月
二
十
七
日
に
嘉
永

か
ら
改
元
と
な
っ
た
の
で
七
月
は
正
確
に

は
嘉
永
七
年
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
が
安
政
元
年
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

過
去
帳
は
ま
ず
「
嘉
永
七
年
」
と
年
が

記
さ
れ
、
そ
の
後
に
そ
の
年
に
亡
く
な
っ

た
人
を
順
に
、
戒
名
、
歿
月
、
俗
名
、
職

な
ど
を
記
し
て
い
る
。

　

嘉
永
七
年
十
一
月
二
十
七
日
嘉
永
か
ら

安
政
に
改
元
す
る
と
、過
去
帳
の
年
号「
嘉

永
七
年
」を
墨
線
で
消
し
て「
安
政
元
年
」

と
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

墓
碑
の
碑
文
に
刻
さ
れ
た
最
後
の
年
月

日
は
文
久
二
年
八
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

満
守
に
よ
っ
て
改
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
満
光
の
戒
名
を
刻
ん
だ
お
り
、
年
号

を
過
去
帳
か
ら
「
安
政
元
年
」
と
刻
し
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
安
政
大
地
震
は
嘉
永
七
年

（
１
８
５
４
）
六
月
十
五
日
か
ら
嘉
永
七

年
十
一
月
七
日
に
か
け
て
次
々
と
発
生
し

た
伊
賀
上
野
地
震
、
安
政
東
海
地
震
、
安

政
南
海
地
震
、
豊
予
海
峡
地
震
の
総
称

で
、
い
ず
れ
も
嘉
永
年
間
の
地
震
で
あ
る

が
、
地
震
後
の
嘉
永
七
年
十
一
月
二
七
日

に「
安
政
」と
改
元
さ
れ
た
た
め
本
来「
嘉

永
大
地
震
」と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
も
の
が
、

「
安
政
大
地
震
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
改

元
は
嘉
永
七
年
一
月
一
日
に
遡
っ
て
「
安

政
」
と
な
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

世
襲
面
打
家
元
休
家
は
幕
府
御
用
達
の

職
人
の
家
で
あ
る
が
扶
持
は
貰
っ
て
い
な

い
た
め
幕
府
へ
の
提
出
書
類
な
ど
公
式
な

文
書
が
な
い
の
で
資
料
と
な
る
も
の
が
少

な
い
。

　

過
去
帳
な
ど
に
も
記
録
の
な
か
っ
た
出

目
元
休
満
光
の
基
本
デ
ー
タ
で
あ
る
享

年
、
生
年
を
彼
の
書
簡
か
ら
算
出
し
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
福
井
県
安
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證
寺
様
、
東
京
都
正
源
寺
様
、
飯
塚
恵
理

人
氏
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

能
楽
レ
コ
ー
ド
小
考 

―
付
ア
サ
ヒ
蓄
音
器
の
こ
と

佐
藤　

和
道

　

一
二
ヶ
月
前
日
蓄
、
日
東
で
非
常
な
競

争
を
し
た
清
元
の
延
寿
太
夫
の
如
き
は
縁

日
の
せ
り
呉
服
屋
で
は
な
い
が
、
両
社
で

意
地
に
な
っ
て
せ
り
上
げ
た
結
果
、
驚
く

な
か
れ
十
万
円
で
大
阪
の
日
東
に
か
か
え

ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。
左
団
次
の
丸
橋
忠

弥
も
思
ひ
切
っ
た
争
ひ
の
果
、
大
枚
二
万

円
で
日
蓄
の
手
に
帰
し
た
。
こ
ん
な
馬
鹿

な
ま
ね
を
し
て
は
、
会
社
の
経
営
な
ど
成

り
立
た
な
い
と
思
は
れ
る
が
、
矢
張
り
そ

こ
は
商
売
人
だ
、
損
を
承
知
で
商
売
す
る

も
の
は
な
い
。

　
（「
蓄
音
機　

芸
人
の
争
奪
戦
」『
朝
日

新
聞
』
大
正
十
四
年
十
一
月
十
五
日
）

　

右
に
言
う
「
日
蓄
」
は
日
本
蓄
音
器
商

会
、「
日
東
」
は
関
西
の
日
東
蓄
音
器
で

あ
る
。
日
蓄
は
、
明
治
四
十
年
に
横
浜
の

ホ
ー
ン
商
会
が
設
立
し
た
日
米
蓄
音
器
製

造
株
式
会
社
を
母
体
と
し
て
明
治
四
十
三

年
に
創
立
、「
鷲
印
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
レ
コ
ー

ド
」
を
代
表
レ
ー
ベ
ル
と
し
た
。
昭
和
三

年
一
月
に
は
英
・
米
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
の
提

携
に
よ
っ
て
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
蓄
音
器
と

な
り
、
以
後
は
「
コ
ロ
ム
ビ
ア
」
レ
ー
ベ

ル
を
販
売
し
た
。
一
方
、
日
東
は
大
正
九

年
大
阪
に
創
立
し
、「
燕
印
ニ
ッ
ト
ー
レ

コ
ー
ド
」
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
両
社
は
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
熾
烈
な
競
争
を
繰

り
広
げ
た
。
他
社
を
次
々
と
買
収
し
、
ト

ラ
ス
ト
を
形
成
し
な
が
ら
事
業
を
拡
大
す

る
日
蓄
に
対
し
、
日
東
も
対
抗
す
る
が
次

第
に
勢
い
を
失
い
、
昭
和
十
年
に
太
平
蓄

音
器
に
吸
収
合
併
さ
れ
た（
倉
田
喜
弘『
日

本
レ
コ
ー
ド
文
化
史
』、
渡
辺
裕
『
日
本

文
化
モ
ダ
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』）。

　

と
こ
ろ
で
日
蓄
・
日
東
は
多
く
の
能
楽

レ
コ
ー
ド
を
販
売
し
て
い
る
。
日
蓄
に

つ
い
て
は
、『
大
正
期
Ｓ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド　

芸
能
・
歌
詞
・
こ
と
ば
全
記
録
』（
大
空

社
、
一
九
九
六
年
）
所
載
の
『
ニ
ッ
ポ
ノ

ホ
ン
音
譜
文
句
全
集
』
に
よ
っ
て
大
正
期

の
販
売
状
況
が
判
明
す
る
。

■
大
正
二
年
以
前
（
数
字
は
レ
コ
ー
ド
番

号
）

1330　

�

隅
田
川　

宝
生
九
郎
・
野
口
政
吉

（
藤
田
多
嘉
造
・
三
須
錦
吾
・
石

田
清
吉
）

1331　

松
風　

同

1333　

�

羽
衣　

宝
生
九
郎
（
藤
田
・
幸
五

郎
・
石
田
・
増
見
仙
太
郎
）

1334　

船
弁
慶　

同

1446　

�

鞍
馬
天
狗　

片
山
九
郎
三
郎
・
橋

岡
久
太
郎

1447　

�

高
砂　

片
山
九
郎
三
郎
・
橋
岡
久

太
郎
（
杉
山
立
枝
・
大
倉
喜
太

郎
・
高
安
鬼
三
）

1448　

熊
野　

同

1449　

草
紙
洗　

同

1450　

玉
葛　

同

1451　

鵜
飼　

同

1452　

小
袖
曽
我　

同

1453　

安
宅　

同

1454　

片
山
九
郎
三
郎
（
囃
子
同
）

1500　

�

杜
若　

梅
若
万
三
郎
（
一
噌
要
三

郎
・
三
須
平
司
・
石
田
清
吉
・
増

見
仙
太
郎
）

1501　

弱
法
師　

同
（
太
鼓
無
）

1502　

山
姥　

同

1503　

花
筐　

同
（
太
鼓
無
）

1504　

鉄
輪　

同
（
太
鼓
無
）

1505　

笠
之
段　

同
（
太
鼓
無
）

1506　

松
虫　

同
（
太
鼓
無
）

1507　

絃
上　

同

2082　

�

葵
上　

梅
若
六
郎
（
要
三
郎
・
平

司
・
石
田
）

2083　

天
鼓　

同

2085　

嵐
山　

同
（
太
鼓
有
）

■
大
正
七
年

934　

�

一
調
三
井
寺　

桜
間
金
太
郎
・
三

須
清
志

941　

一
調
八
島　

同

939-940　

融　

桜
間
金
太
郎

932-933　

田
村　

同

2513　

蟻
通　

宝
生
新

2514　

殺
生
石　

同
2507-2508　

駒
之
段　

同

3016-3017　

鞍
馬
天
狗　

喜
多
六
平
太

■
大
正
八
年

3026-3027　

蝉
丸　

松
本
長

3030-3031　

松
虫　

同

3032-3033　

鉢
木　

同

■
大
正
九
年

3479-3480　

松
風　

観
世
喜
之

3481-3482　

海
士　

同

3483-3484　

羽
衣　

同

■
大
正
十
一
年

3485　

小
督　

観
世
喜
之

3487　

三
井
寺　

観
世
喜
之

　

さ
ら
に
、
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る

『
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
鷲
印
レ
コ
ー
ド
総
目

録
』（
大
正
七
年
・
十
四
年
・
昭
和
二
年
）

『
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
総
目
録
』

（
昭
和
三
〜
十
五
・
十
七
年
）
及
び
『
ニ
ッ

ポ
ノ
ホ
ン
月
報
』
に
よ
っ
て
以
下
の
レ

コ
ー
ド
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

■
大
正
十
四
年

15490　

鶴
亀　

生
一
左
兵
衛

15563　

紅
葉
狩　

同

15667　

八
島　

同

15717　

高
砂　

同

■
昭
和
二
年

16044　

俊
寛　

生
一
左
兵
衛

■
昭
和
三
年

35024　

隅
田
川　

梅
若
万
三
郎

25025　

�

隅
田
川
・
松
風　

宝
生
九
郎
・

野
口
政
吉

25040　

松
虫　

松
本
長

■
昭
和
四
年

35036　

松
風　

梅
若
万
三
郎

35047　

�

羽
衣　

同
（
杉
山
立
枝
・
大
倉

宣
利
・
斎
田
喜
一
郎
・
南
条
秀

治
）
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35055　

弱
法
師　

同

■
昭
和
五
年

35056　

熊
野　

梅
若
万
三
郎

35065　
�

松
風
切　

同
（
杉
山
・
大
倉
・

斎
田
）

35072　

俊
寛　

梅
若
万
三
郎

35084　

山
姥　

同（
杉
山
・
大
倉
・
斎
田
）

35103　

�

船
弁
慶　

梅
若
六
郎
（
杉
山
・

大
倉
・
斎
田
）

35117　

天
鼓　

同
（
囃
子
同
）

■
昭
和
六
年

26229　

桜
川　

松
本
長

26100　

松
風　

近
藤
乾
三

35136　

蝉
丸　

梅
若
万
三
郎

■
昭
和
七
年

26628　

鶴
亀
・
高
砂　

観
世
銕
之
丞

24031　

�

羽
衣
・
船
弁
慶　

宝
生
九
郎
・

野
口
政
吉

24032　

熊
野　

近
藤
乾
三

24033　

勧
進
帳　

松
本
長

27031　

小
袖
曽
我　

近
藤
乾
三

27114　

田
村
・
養
老　

松
本
長

24034　

八
島　

同

35151　

�

杜
若　

梅
若
六
郎
（
杉
山
・
大

倉
・
斎
田
）

35268　

�

邦
楽
傑
作
集
三
十
一
集　

早
舞

ク
ツ
ロ
ギ
・
獅
子
・
鞨
鼓　

一
噌
又

六
郎
・
幸
悟
朗
・
川
崎
利
吉
・

金
春
惣
右
衛
門

■
昭
和
八
年

26541　

隅
田
川　

松
本
長

26894　

羽
衣
・
草
紙
洗　

観
世
銕
之
丞

■
昭
和
九
年

27178　

老
松
・
田
村　

観
世
銕
之
丞

27362　

高
砂
・
老
松　

松
本
長

27464　

養
老
・
猩
　々

観
世
銕
之
丞

27576　

鶴
亀
・
天
鼓　

松
本
長

27763　

田
村　

喜
多
六
平
太

35397　

高
砂　

梅
若
万
三
郎

35432　

田
村　

同

■
昭
和
十
年

27972　

芦
刈　

笠
之
段　

喜
多
六
平
太

■
昭
和
十
一
年

28266　

勧
進
帳　

桜
間
金
太
郎

28592　

�

花
筐　

梅
若
景
英
・
梅
若
武

久
・
小
泉
進
吾

■
昭
和
十
三
年

28696　

葵
上　

梅
若
景
英

28976　
�

弱
法
師　

山
口
直
知
・
谷
口
甚

蔵
・
濱
口
嘉
一
郎

35479　

鉢
木　

梅
若
万
三
郎

■
昭
和
十
五
年

33572　

�

羽
衣
・
橋
弁
慶　

東
京
音
楽
学

校
邦
楽
科　

宝
生
九
郎
指
導

■
昭
和
十
七
年

33713　

�

養
老
・
放
下
僧　

東
京
音
楽
学

校
邦
楽
科　

藤
波
順
三
郎
指
導

33714　

�

鞍
馬
天
狗　

東
京
音
楽
学
校
邦

楽
科　

宝
生
九
郎
指
導

100240　

羽
衣　

船
橋
信
三

　

な
お
、
目
録
で
は
未
確
認
だ
が
右
以
外

に
以
下
の
レ
コ
ー
ド
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

4637-4641　

�

皇
軍
艦　

梅
若
万
三
郎
・

観
世
銕
之
丞

5904　

七
つ
成
子　

茂
山
真
一

5905　

子
の
日　

茂
山
千
五
郎

5910-5911　

�

呼
声　

茂
山
千
五
郎
・
茂

山
真
一
・
武
藤
達
三

15490　

鶴
亀　

生
一
左
兵
衛

15563　

紅
葉
狩　

生
一
左
兵
衛

15717　

高
砂　

生
一
左
兵
衛

17545　

熊
野　

近
藤
乾
三

17618　

勧
進
帳　

松
本
長

35415　

�

北
嵯
峨
・
暁　

野
村
万
歳　

羽

衣　

喜
多
六
平
太

無
番
号　

隅
田
川
・
松
風　

高
田
早
苗

　

一
方
、
日
東
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書

館
・
京
都
市
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研

究
セ
ン
タ
ー
・
国
立
文
楽
劇
場
図
書
室
が

所
蔵
す
る
『
ニ
ッ
ト
ー
タ
イ
ム
ス
』
に

よ
っ
て
大
よ
そ
の
販
売
状
況
が
把
握
で
き

る
（
な
お
ニ
ッ
ト
ー
タ
イ
ム
ス
は
全
号
が

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
左
記
の
年
月
は

管
見
に
入
っ
た
分
の
初
出
）。

■
大
正
十
一
年
十
二
月
（
二
巻
十
二
号
）

623　

葵
上
・
砧　

生
一
左
兵
衛

624　

�

船
弁
慶　

同
（
貞
光
義
次
・
高
木

敏
郎
・
青
木
信
太
郎
・
森
利
夫
）

630　

�

羽
衣　

同
（
森
田
光
風
・
高
木
・

谷
口
幸
次
郎
・
森
）

■
大
正
十
二
年
三
月
（
三
巻
三
号
）

768　
�

石
橋　

生
一
左
兵
衛
（
森
田
・
高

木
・
谷
口
・
青
木
）

■
大
正
十
二
年
八
月
（
三
巻
八
号
）

46　

松
風　

同

■
大
正
十
三
年
一
月
（
四
巻
一
号
）

1038　

勧
進
帳　

生
一
左
兵
衛

■
大
正
十
四
年
八
月
（
五
巻
八
号
）

1236　

�

葛
城
・
天
鼓　

生
一
左
兵
衛
（
森

田
・
高
木
・
谷
口
・
森
）

1400　

高
砂　

観
世
元
滋

1401　

羽
衣　

同

1403-1404　

松
風　

同

1431　

葵
上　

同

1432　

竹
生
島　

同

1433-1434　

蝉
丸　

同

1435　

鉢
木　

生
一
左
兵
衛

1500-1501　

景
清　

観
世
元
滋

1502　

鉄
輪　

同

1569　

隅
田
川　

生
一
左
兵
衛

1678　

三
井
寺　

同

■
大
正
十
四
年
十
月
（
五
巻
十
号
）

1714　

�

杜
若
・
玉
葛　

生
一
左
兵
衛
（
貞

光
・
高
木
・
青
木
）

■
大
正
十
五
年
一
月
（
六
巻
一
号
）

1865　

熊
野　

生
一
左
兵
衛

■
大
正
十
五
年
八
月
（
六
巻
八
号
）

2156　

俊
寛　

生
一
左
兵
衛

■
昭
和
二
年
三
月
（
七
巻
三
号
）

L39　

弱
法
師　

桜
間
金
太
郎

※
Ｌ
は
Ｌ
Ｐ

■
昭
和
二
年
七
月
（
七
巻
七
号
）

L51�
�

熊
野
・
蝉
丸　

桐
谷
正
治

■
昭
和
二
年
九
月
（
七
巻
九
号
）

L55　

羽
衣
・
善
知
鳥　

桐
谷
正
治

■
昭
和
二
年
十
二
月
（
七
巻
十
二
号
）

L75　

三
井
寺
・
田
村　

桜
間
金
太
郎

■
昭
和
三
年
一
月
（
八
巻
一
号
）

2767-2768　

鶴
亀
・
八
島　

佐
野
友
吉

■
昭
和
三
年
三
月
（
八
巻
三
号
）

2837　

天
鼓
・
山
姥　

粟
谷
益
二
郎

■
昭
和
三
年
九
月
（
八
巻
九
号
）
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3023　

船
弁
慶　

観
世
左
近

3104　

猩
　々

粟
谷
益
二
郎

■
昭
和
五
年
六
月
（
十
巻
六
号
）

A
92-A

99　

番
謡�

遊
行
柳　

観
世
左
近

3168　

鉢
木　

桜
間
金
太
郎

3290　

�

羽
衣　

観
世
左
近
（
一
噌
又
六

郎
・
北
村
一
郎
・
高
安
鬼
三
・
金

春
林
太
郎
）

3400　

隅
田
川
・
八
島　

桜
間
金
太
郎

3588　

葵
上
・
猩
　々

同

3951-3955�

番
謡�

羽
衣　

観
世
左
近

船
弁
慶　

同

■
昭
和
七
年
二
月
（
十
二
巻
二
号
）

3951-3955　

羽
衣　

観
世
左
近

4140-4145　

班
女　

同

4233　

�

船
弁
慶
前
後
之
替　

同
（
一
噌
・
北

村
・
高
安
・
金
春
）

5208　

高
砂　

粟
谷
益
二
郎

5346　

松
風　

同

15003　

高
砂　

観
世
左
近

15004　

羽
衣　

同

15009　

葵
上　

同

15015　

羽
衣　

梅
若
六
郎

20000-20004　

富
士
太
鼓　

観
世
左
近

20005-20013　

鉢
木　

同

■
昭
和
七
年
十
二
月
（
十
二
巻
十
二
号
）

5878　

羽
衣　

粟
谷
益
二
郎

15008　

猩
　々

観
世
左
近

15017　

竹
生
島　

同

15019　

鉄
輪　

同

15011　

高
砂　

梅
若
六
郎

15016　

熊
野　

同

15018　

猩
　々

同

15020　

山
姥　

同

■
昭
和
八
年
九
月
（
十
三
巻
九
号
）

6048　

弱
法
師　

桜
間
金
太
郎

6161　

熊
野
・
松
風　

同

15021　

鉢
木　

観
世
左
近

15022　

松
風　

同

15023　

小
袖
曽
我　

同

■
昭
和
九
年
三
月
（
十
四
巻
三
号
）

4277-4281　

安
達
原　

観
世
左
近

6228　

鶴
亀
・
猩
　々

佐
野
友
吉

6247　

高
砂
・
羽
衣　

同

6248　

小
督
・
鞍
馬
天
狗
・
竹
生
島　

同

6249　

三
井
寺
・
融　

同

15031-15035　

小
袖
曽
我　

観
世
左
近

15043-15047　

高
砂　

同

15054-15057　

竹
生
島　

同

■
昭
和
十
年
四
月
（
十
五
巻
四
号
）

6400　

羽
衣　

桜
間
金
太
郎

15048-15053　

�
高
砂
・
天
鼓　

観
世
左

近

15054-15057　

竹
生
島　

同
15064　

鶴
亀　

同

15065-15068　

橋
弁
慶
・
猩
　々

同
15075-15079　

鞍
馬
天
狗　

同

15085-15089　

富
士
太
鼓　

同

15090-15098　

鉢
木　

同

15099-15104　

小
督
・
難
波　

同

　

こ
の
他
に
以
下
の
レ
コ
ー
ド
が
あ
る
。

15110-15115　

田
村
・
箙　

観
世
左
近

　

ま
た
、「
観
世
流
謡
曲
音
譜
刊
行
会
」

名
義
で
観
世
左
近
に
よ
る
番
謡
レ
コ
ー

ド
十
五
種
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。（
大
正

十
五
年
十
二
月
よ
り
ニ
ッ
ト
ー
名
義
変

更
）。

熊
野
（
大
正
十
四
年
八
月
）

田
村
（
同
年
九
月
）

俊
寛
（
同
年
十
月
）

弱
法
師
（
同
年
十
二
月
）

高
砂
（
大
正
十
五
年
一
月
）

百
万
（
同
年
二
月
）

藤
戸
・
小
袖
曽
我（
同
年
三
月
〜
六
月
頃
）

葵
上
（
同
年
七
月
）

小
督
（
同
年
九
月
）

通
小
町
（
同
年
十
二
月
）

松
風
（
昭
和
二
年
七
月
）

鉄
輪
（
昭
和
二
年
八
月
）

天
鼓
（
同
年
九
月
〜
十
一
月
頃
）

井
筒
（
同
年
十
二
月
）

船
弁
慶
（
昭
和
三
年
八
月
）

　

日
蓄
・
日
東
の
出
演
者
（
シ
テ
方
）
を

比
較
す
る
と
、
日
蓄
は
片
山
九
郎
三
郎
・

橋
岡
久
太
郎
・
観
世
銕
之
丞
・
生
一
左
兵

衛
・
観
世
喜
之
・
梅
若
万
三
郎
・
梅
若
六

郎
・
梅
若
景
英
・
山
口
直
知
・
宝
生
九

郎
・
松
本
長
・
近
藤
乾
三
・
宝
生
新
・
喜

多
六
平
太
・
桜
間
金
太
郎
、
日
東
は
観
世

元
滋
（
左
近
）・
生
一
左
兵
衛
・
梅
若
六

郎
・
桜
間
金
太
郎
・
粟
谷
益
二
郎
・
桐
谷

政
吉
・
佐
野
友
吉
で
あ
り
、
共
通
す
る
の

は
梅
若
六
郎
・
桜
間
金
太
郎
・
生
一
左
兵

衛
の
三
名
に
過
ぎ
な
い
。
冒
頭
の
引
用
の

如
く
両
社
が
競
っ
て
役
者
と
契
約
し
、
差

別
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
ま
た
観
世
流
の
家
元
左
近
が
関
西
の

日
東
に
出
演
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
日
東
が
番
謡
の
レ

コ
ー
ド
を
販
売
し
た
こ
と
、
第
二
に
「
観

梅
問
題
」
に
よ
っ
て
大
正
十
一
年
に
観
世

流
か
ら
独
立
を
果
た
し
た
梅
若
一
門
が
日

蓄
に
出
演
し
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

　

一
方
、
名
古
屋
の
レ
コ
ー
ド
会
社
と
し

て
は
、ア
サ
ヒ
蓄
音
器
商
会（
ツ
ル
レ
コ
ー

ド
）
が
知
ら
れ
る
。
同
社
は
大
正
十
四
年

に
東
区
大
曽
根
に
設
立
。
社
長
は
中
部
瓦

斯
社
長
の
神
野
三
郎
が
務
め
た
（『
神
野

三
郎
伝
』）。
能
楽
レ
コ
ー
ド
と
し
て
は
国

会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
ツ
ル
レ
コ
ー

ド
新
譜
御
案
内
』（
昭
和
五
年
二
月
）
に

よ
っ
て
、

526　

羽
衣　

井
上
嘉
一
郎

2254　

船
弁
慶　

長
尾
庸
造
（
鳴
物
入
）

の
二
点
が
確
認
で
き
る
。
井
上
は
京
都
の

観
世
流
井
上
家
九
世
嘉
介
、
長
尾
は
名
古

屋
在
住
の
宝
生
流
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

ア
サ
ヒ
蓄
音
器
の
能
楽
レ
コ
ー
ド
で
管
見

に
入
っ
た
も
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
諸

賢
の
御
批
正
を
乞
う
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

韓
国
で
の
能
の
会
の
記
録

吳
鉉
烈
（
翰
林
大
非
専
任
）

１
．
韓
国
で
の
能
の
嚆
矢

　

明
治
三
十
八
年
、
観
世
清
廉
一
行
が
南

大
門
広
場
で
能
を
舞
っ
た
。「
京
釜
線
開

通
祝
賀
能
」と
諸
誌
に
記
さ
れ
る
も
の
で
、

当
時
韓
国
の
鉄
道
会
社
総
裁
、
古
市
公
威
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の
働
き
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。『
朝
鮮
王

朝
実
録
』
１
に
も
両
国
友
誼
の
功
を
記
念

し
、
古
市
公
威
に
「
勲
一
等
」
を
与
え
て

い
る
。
同
年
七
月
六
日
の
閣
議
で
韓
国
併

合
の
方
針
を
決
め
、七
月
二
十
九
日
、桂
・

タ
フ
ト
協
定
を
結
ぶ
と
、
十
一
月
十
七
日

「
乙
巳
條
約
」
と
い
う
第
二
次
韓
日
協
約

が
結
ば
れ
る
。
翌
年
、
居
留
民
団
法
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
生
活
と

活
動
が
本
格
化
す
る
と
み
て
い
い
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
日
本
人
が
四
万
余
り
だ
っ
た

明
治
三
十
八
年
か
ら
、
毎
年
二
万
人
超
が

韓
国
に
移
り
住
み
併
合
の
年
で
は
十
七
万

を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
京
釜
線
開
通
祝
賀
能
」
を
「
当
地
玄

人
能
嚆
矢
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
玄
人
の

初
め
て
の
催
し
で
あ
っ
た
。『
能
楽
盛
衰

記
』２
に
あ
る
清
廉
一
行
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

観
世
清
廉
、幸
清
次
郎
、小
笠
原
敬
信
、

山
階
康
、津
田
三
一
郎
、物
着
一
人
（
以

上
東
京
よ
り
）
片
山
九
郎
三
郎
、
大
江

又
三
郎
、
中
村
伊
八
郎
、
田
中
耕
吉
、

林
吉
蔵
、小
寺
隼
之
助
、茂
山
忠
三
郎
、

茂
山
千
五
郎
、
茂
山
久
治
（
以
上
京
都

よ
り
）
大
西
亮
太
郎
、
都
保
太
郎
、
森

田
操
、
大
倉
喜
太
郎
、
大
野
勘
兵
衛
、

橋
本
熊
三
郎
（
以
上
大
阪
神
戸
よ
り
）

　
「
渡
韓
規
約
」
ま
で
作
り
、
規
律
を
維

持
す
る
ほ
ど
の
大
掛
か
り
な
行
事
で
、
詳

細
は
『
能
楽
盛
衰
記
』
の
記
事
を
参
照
さ

れ
た
い
。
ち
ょ
う
ど
日
露
戦
争
の
勝
利
と

重
な
り
、
式
典
も
能
の
舞
台
も
喜
ば
し
い

限
り
の
晴
れ
舞
台
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
勝

利
と
聞
い
た
時
の
嬉
し
さ
は
天
へ
も
昇
る

心
ち
で
」
の
雰
囲
気
の
中
と
あ
っ
て
「
京

釜
線
開
通
祝
賀
能
」
は
在
韓
日
本
人
の
誇

り
と
結
束
を
高
め
、
能
会
の
結
成
と
活
動

を
促
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ

の
催
し
の
意
義
は
徐
禎
完
氏
の
「
植
民
地

朝
鮮
に
お
け
る
能
－
京
釜
鉄
道
開
通
式
典

に
お
け
る『
国
家
芸
能
』能
」３
に
詳
し
い
。

２
．
能
の
会
の
結
成

　
「
京
釜
線
開
通
祝
賀
能
」
か
ら
三
ヶ
月

余
り
が
経
っ
た
九
月
九
日
、
宝
生
流
の
素

謡
会
「
五
雲
会
」
が
結
成
さ
れ
る
。
素
謡

会
の
嚆
矢
で
あ
る
「
五
雲
会
」
の
結
成
に

つ
い
て
は
「
能
楽
」
明
治
三
十
九
年
十
月

号
（
第
四
巻
第
十
号
、p67-68

）
に
よ
っ

て
お
こ
う
。

▲
朝
鮮
京
城　

韓
国
京
城
に
於
け
る

謡
曲
会
は
去
る
九
月
九
日
重
陽
の
佳

節
を
卜
し
京
城
南
山
倭
城
台
本
願
寺

別
荘
に
於
て
宝
生
流
素
謡
会
を
開
催

す
来
会
す
る
も
の
無
慮
百
余
名
内
左

記
役
割
の
通
り
催
さ
れ
た
り
今マ

マま
此

の
会
員
は
当
地
に
於
け
る
文
武
官
の

重
な
る
も
の
に
し
て
本
会
を
組
織
せ

し
は
専
ら
田
中
実
氏
の
尽
力
な
り
且

つ
韓
国
に
於
て
素
謡
会
は
斯
会
を
以

て
嚆
矢
と
す

　
　

安
西
唯
男　
　
　

枕
慈
童　
　

田
中
実　

　
　

長
谷
川

四
郎

俊
寛　
　

中
玄
黄

　
　

香
阪
駒
太
郎　
　

松
風　
　

東
條
英
教　

　
　

宮
岡
直
記

蝉
丸　
　

島
田
志
良

　
　

黒
澤
休
四
郎

船
弁
慶　
　

和
田
常
市

今
回
韓
国
京
城
に
於
け
る
謡
曲
会
を

五
雲
会
と
名
称
し
左
の
通
り
規
約
を

定
め
来
る
十
月
七
日
其
第
一
回
を
開

催
す
番
組
次
の
如
し

（
五
雲
会
規
約
は
省
略
す
る
）

　

上
の
名
前
を
国
立
公
文
書
館
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
を
用
い
て
追
跡

し
て
み
る
と
、「
中
玄
黄
」
は
田
中
玄
黄

の
こ
と
で
、
後
に
「
漢
城
外
国
語
学
校
教

授
」
に
就
任
す
る
４
。「
東
條
英
教
」
は

東
條
英
機
の
父
で
、
宝
生
流
ワ
キ
方
の
能

楽
師
の
家
の
者
、「
島
田
志
良
」
は
文
官

高
等
試
験
合
格
者
一
覧
第
八
回
に
名
が
見

え
５
、
明
治
三
十
四
〜
三
十
五
年
に
逓
信

省
通
信
書
記
、
朝
鮮
総
督
府
宗
教
課
長
、

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』６
に
も
「
特
敍
勳
三

等
。・
・
・
事
務
官�
島
田
志
良
」
と
記
さ

れ
る
。「
香
阪
駒
太
郎
」
は
『
欧
米
派
遣

法
官
演
述
筆
記
』７
を
記
し
た
法
務
院
評

定
官
で
、
第
12
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
候

補
８
と
し
て
も
確
認
さ
れ
る
。「
和
田
常

市
」は『
在
韓
成
功
之
九
州
人
』９
に
見
え
、

「
東
亜
日
報
」
に
一
九
二
〇
年
五
月
九
日

か
ら
五
年
間
ほ
ど
京
城
府
協
議
議
員
と
し

て
比
較
的
多
く
の
記
事
に
載
る
。

　

京
城
の
「
五
雲
会
」
の
結
成
に
尽
力
し

た
と
い
う
田
中
実
は
特
定
で
き
な
い
で
い

る
。
同
会
は
在
韓
日
本
人
を
代
表
す
る
よ

う
な
著
名
人
で
結
成
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、

「
五
雲
会
」
に
な
っ
た
背
景
に
は
東
條
英

教
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。
東
條

英
教
は
明
治
四
十
年
に
中
将
に
昇
進
し
、

翌
年
に
後
備
役
と
な
り
現
役
か
ら
退
い
て

い
る
。そ
の
た
め
か「
五
雲
会
」の
活
動
は
、

明
治
三
十
九
年
十
一
月
四
日
の
京
城
本
願

寺
別
院
で
の
謡
会
一
回
き
り
で
、
後
二
年

間
の
空
白
期
が
あ
り
、
他
方
、
同
四
十
年

釜
山
で
結
成
さ
れ
た
素
人
会
が
二
回
、
同

四
十
一
年
も
同
じ
く
釜
山
で
の
二
回
の
記

録
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
九
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
の

細
々
と
し
た
能
の
会
の
活
動
は
、
明
治

四
十
二
年
に
は
急
に
十
五
回
を
上
回
り
、

規
則
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

３
．「
京
城
禁
裏
能
？
」

　

明
治
四
十
三
年
十
二
月
、
大
江
又
三
郎

の
他
二
十
名
余
り
の
能
楽
師
が
韓
国
に

渡
っ
て
能
楽
会
を
開
催
し
た
。「
京
城
禁

裏
能
」
と
は
勝
手
に
つ
け
た
名
称
だ
が
、
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最
初
そ
の
中
の
一
日
に
京
福
宮
内
の
池

「
秘
苑
」
で
大
江
又
三
郎
一
行
が
能
を
舞

い
、李
王
4

4

が
招
か
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。「
能

楽
新
報
」
明
治
四
十
三
年
十
二
月
号
（
第

六
十
五
号
、p20

）
の
「
能
楽
師
の
朝
鮮

渡
航
」
と
題
さ
れ
る
記
事
に
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

東
京
及
び
大
阪
の
国
諷
社
発
企
と
な

り
今
回
朝
鮮
、
京
城
、
釜
山
並
び
に

下
の
関
市
に
於
て
大
能
楽
会
を
開
催

し
遠
隔
の
地
に
あ
る
好
謡
家
の
宿
望

を
達
せ
し
む
る
由
其
の
一
行
は
大
江

又
三
郎
同
久
治
郎
中
村
猪
八
郎
田
中

幸
吉
茂
山
千
五
郎
谷
口
喜
三
郎
曽
和

皷
堂
前
川
光
隆
杉
次
郎
助
武
田
市
太

郎
の
諸
氏
其
他
の
シ
テ
ワ
キ
ツ
レ
地

謡
狂
言
四
拍
子
方
各
門
下
を
合
し

二
十
余
名
に
達
し
去
月
廿
五
日
出
発

し
た
る
が
予
定
の
番
組
は
「
能
」
三

輪
清
経
弱
法
師
羽
衣
松
風
葵
上
鉢
木

望
月
小
袖
曽
我
船
弁
慶
土
蜘
蛛
等

「
狂
言
」
佐
渡
狐
伯
母
酒
膏
薬
練
文

荷
悪
太
郎
居
杭
不
聞
座
頭
等
あ
り
、

猶
去
月
廿
七
日
下
関
亀
山
神
社
能
楽

堂
に
於
て
開
催
し
三
輪
辻
年
中
村
松

風
大
江
谷
田
葵
上
矢
代
田
中
望
月
大

澤
中
村
狂
言
佐
渡
狐
尾
崎
伯
母
ヶ
酒

茂
山
不
聞
座
頭
中
恒
あ
り
て
非
常
な

盛
況
な
り
し
と
、
朝
鮮
に
入
り
て
は

去
る
一
日
李
王
殿
下
に
は
一
同
秘
苑

（
著
者
注
：
宮
中
の
池
の
名
）
に
召

し
て
能
楽
仰
宜
相
成
り
た
る
由
な
る

が
詳
報
を
得
て
更
に
報
ず
べ
し

　
「
李
王
殿
下
」
と
は
閔
妃
の
二
子
の
純

宗
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
は
韓

日
併
合
の
年
で
、「
大
韓
帝
国
皇
帝
」も「
昌4

德
宮
李
王

4

4

4

4

」
に
降
等
さ
れ
た
年
で
あ
り
、

大
韓
帝
国
が
終
わ
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

企
画
し
た
国
諷
社
の
関
係
者
や
能
楽
師
ら

は
亡
国
の
李
王
を
前
に
座
ら
せ
て
圧
倒
的

な
能
を
公
演
し
、
日
本
の
威
厳
を
見
せ
た

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

記
事
の
通
り
国
諷
社
の
発
企
で
大
江

又
三
郎
一
行
は
「
京
城
新
報
」
十
一
月

二
十
三
日
号
10
に
よ
る
と
十
一
月
二
十
五

日
大
阪
を
出
発
し
、
二
十
七
日
に
は
下
関

で
演
能
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
釜
山
で
の

公
演
記
事
は
見
え
な
い
。
十
二
月
三
日
に

韓
国
の
王
を
召
し
て
の
公
演
が
あ
る
は
ず

だ
っ
た
。
し
か
し
「
京
城
新
報
」
十
二
月

二
日
号
11
に
は
「（
前
略
）
大
能
楽
団
一
行

二
十
余
名
は
、
四
日
五
日
の
両
日
、
万
千

閣
に
於
て
演
能
の
都
合
な
る
が
、
予
て
内

談
あ
り
た
る
李
王
殿
下
の
上
覧
は
三
日
と

決
定
し
た
る
赴
な
る
も
、
其
の
時
の
都
合

に
依
り
て
或
は
お
見
合
せ
と
な
る
や
も
測

り
知
ら
れ
ざ
れ
ば
、
万
一
不
幸
に
も
然
る

事
あ
ら
ば
、
五
日
分
の
番
組
を
三
日
に
繰

り
上
げ
開
催
す
べ
し
と
（
後
略
）」
と
書

か
れ
、
後
の
記
事
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら

当
初
の
記
事
の
予
定
通
り
に
日
程
が
運
ば

な
か
っ
た
可
能
性
が
大
で
あ
ろ
う
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
江
又
三
郎
一
行
の
「
大

能
楽
会
」
は
韓
国
の
各
地
で
結
成
さ
れ
た

ば
か
り
の
能
の
会
に
は
い
い
刺
激
に
な
っ

た
よ
う
で
、
能
の
会
の
活
動
は
以
前
に
増

し
て
盛
ん
に
な
る
。
特
に
平
壌
で
の
能
会

の
結
成
と
活
動
は
目
立
っ
て
多
く
行
わ
れ

る
。
そ
の
翌
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
の

韓
国
で
の
能
会
の
活
動
は
毎
年
二
十
回
か

ら
三
十
回
程
に
安
定
し
、
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
な
い
。
昭
和
十
三
年
以
降
の
活
動

の
衰
え
は
戦
況
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
と

こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

４
．
韓
国
で
の
能
会
活
動
の
傾
向

　

観
世
清
廉
一
行
に
よ
る
「
京
釜
線
開
通

祝
賀
能
」
に
触
発
さ
れ
、
在
京
城
有
力
者

の
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
宝
生
の
素
人

謡
会
「
五
雲
会
」
が
韓
国
で
の
素
人
能
会

の
活
動
の
始
ま
り
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後

三
年
間
の
活
動
が
乏
し
く
な
る
の
は
「
五

雲
会
」
の
会
員
の
移
動
な
ど
が
原
因
と
思

わ
れ
る
。
初
期
「
五
雲
会
」
は
京
城
南
山

倭
城
台
本
願
寺
別
院
12
で
謡
会
を
行
っ
た

が
、
大
江
又
三
郎
一
行
の
公
演
後
の
「
五

雲
会
」
は
有
明
楼
、
梅
廻
舎
と
い
っ
た
料

理
店
を
主
な
活
動
の
場
と
し
て
い
る
。
本

願
寺
別
院
と
い
う
場
は
や
は
り
内
密
な
空

間
と
思
わ
れ
、
有
明
楼
、
梅
廻
舎
に
集
ま

り
謡
会
を
す
る
会
員
と
は
違
う
と
思
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
は
観

世
、
喜
多
な
ど
の
他
流
派
の
謡
会
の
活
動

も
次
第
に
増
え
て
く
る
。

　

一
方
、
在
韓
日
本
人
社
会
が
安
定
し
つ

つ
あ
る
頃
と
あ
っ
て
、
明
治
四
十
三
年
以

降
の
謡
会
の
活
動
は
変
化
が
な
く
特
に
目

立
つ
記
事
も
見
え
な
い
。
そ
れ
は
内
地
同

様
、
韓
国
の
日
本
人
社
会
の
落
ち
着
き
を

示
す
の
で
あ
ろ
う
。
韓
国
で
の
能
会
の
活

動
を
鳥
瞰
し
て
み
る
に
、
日
本
人
各
人
の

意
志
を
国
勢
に
同
調
さ
せ
た
時
代
と
あ
っ

て
、
そ
の
活
動
が
日
本
の
韓
国
で
の
影
響

力
と
比
例
し
て
動
い
て
い
た
。
日
本
人
同

士
の
同
質
感
を
確
か
め
、
親
睦
を
深
め
る

閉
鎖
的
な
活
動
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
そ
の
た
め
か
能
会
に
参
加
し
た
韓
国

人
は
極
め
て
少
な
い
。
三
十
年
間
を
通
し

て
韓
国
の
参
議
だ
っ
た
金
東
完
と
い
う
人

物
が
、
初
の
女
性
能
楽
師
津
村
君
子
を
迎

え
て
能
を
舞
っ
た
記
事
が
唯
一
確
認
さ
れ

る
だ
け
で
あ
る
。
殆
ど
の
韓
国
人
に
は
能

は
無
縁
の
も
の
で
、
能
は
日
本
人
の
間
で

謡
わ
れ
舞
わ
れ
る
だ
け
で
事
足
り
る
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１�

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』49
冊
、45
巻
、48
章
、

Ｂ
面
、
卽
位
（
明
治
三
十
八
）
年
十
二
月

二
十
六
日
の
記
事
。
朝
鮮
王
朝
実
録
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ハ
ン
グ
ル
解
釈
本
に
よ
る
。

２�

「
朝
鮮
で
初
て
の
演
能
」、『
能
楽
盛
衰

記
』
下
巻
、
池
内
信
嘉
著　

西
野
春
雄
解

題
・
年
譜
・
著
作
年
表
、
東
京
創
元
社
、

平
成
四
年
十
月
発
行
、p367-370

３�

徐
禎
完
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
能

－
京
釜
鉄
道
開
通
式
典
に
お
け
る
『
国
家

芸
能
』
能
」、『
植
民
地
朝
鮮
と
帝
国
日
本　

民
族
・
都
市
・
文
化
』
徐
禎
完
・
増
尾
伸

一
郎
編
、
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
三
年
二

月
発
行
、p134-153



東海能楽研究会年報　第18号

−�13�−

４�

山
中
速
人
「
朝
鮮
『
同
化
政
策
』
と
社

会
学
的
同
化
」（「
関
西
学
院
大
学
社
会
学

部
紀
要
」、
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
、

昭
和
五
十
八
年
三
月
発
行
、p304

）
で

は
漢
城
（
京
城
）
外
国
語
学
校
教
授(

教

師
と
も
）。
韓
国
教
育
全
般
に
影
響
力
を

持
っ
た
人
物
で
、普
通
学
校
教
材
の
編
纂
、

平
壌
普
通
高
等
学
校
校
長
、
日
本
に
戻
っ

て
か
ら
は
熊
本
大
学
紀
要
に
投
稿
し
た
文

章
な
ど
の
形
跡
が
見
ら
れ
る
。

５�

「
日
本
の
歴
史
学
講
座
」（http://

hom
epage1.nifty.com

/kitabatake/
）

の「
文
官
高
等
試
験
合
格
者
一
覧
」よ
り
。

６�

同
注
１

７�

「
欧
米
派
遣
法
官
演
述
筆
記
」、
香
坂

駒
太
郎
等
述
、
司
法
省
総
務
局
、
明
治

三
十
三
年
七
月
発
行
、p163

。
国
立
公

文
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
写

真
資
料
に
よ
る
。

８�

「
ザ
選
挙　

第
十
二
回
衆
議
院
選

挙
山
形
県
米
沢
市
区
」（http://

go2senkyo.com
/precinct/shugiin/

yam
agata/17713

）よ
り
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
で
は
「
香
坂
駒
太
郎
」

９�

『
在
韓
成
功
之
九
州
人
』、
高
橋
刀
川

著
、
虎
与
号
書
店
、
明
治
四
十
一
年
五
月

発
行
、p88

。
国
立
公
文
書
館
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
写
真
資
料
に
よ
る
。

10�

『
明
治
の
能
楽
』（
四
）、
倉
田
喜
弘
編

著
、
国
立
能
楽
堂
調
査
養
成
課
編
集
、
平

成
九
年
三
月
発
行
、p299

11�

同
注
10　

p300

12�

今
の
南
山
か
ら
ソ
ウ
ル
駅
よ
り
に
位

置
し
、
鉄
道
交
通
の
利
用
に
便
利
な
所
で

あ
る
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

「
武
悪
」
不
奉
公
の
理
由林　

和
利

　

狂
言
「
武
悪
」
は
、
不
奉
公
の
ゆ
え
に

武
悪
を
成
敗
せ
よ
と
主
人
が
太
郎
冠
者
に

命
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
太
刀
を
与
え

て
武
悪
を
殺
し
に
向
か
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
主
人
に
命
を
奪
わ
れ
る
ほ
ど

の
不
奉
公
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

罪
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
台
本
の
せ
り

ふ
で
は
、
各
流
そ
れ
が
ま
っ
た
く
明
ら
か

で
な
い
。

　

唯
一
の
手
が
か
り
は
、
大
蔵
流
の
古
台

本
『
虎
明
本
』
に
見
え
る
「
し
が
ひ
」
と

い
う
主
人
の
せ
り
ふ
で
あ
る
。
首
尾
よ
く

武
悪
を
討
っ
た
と
い
う
嘘
の
報
告
を
受
け

た
主
人
は
、
武
悪
が
「
わ
れ
と
し
が
ひ
を

す
る
や
う
な
や
つ
」
だ
っ
た
と
言
う
。
そ

れ
が
成
敗
の
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
「
し
が
ひ
」
に
「
新
開
」
の
字
を

当
て
、
密
か
な
蓄
財
の
意
味
に
解
し
た
小

山
弘
志
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

こ
の
武
悪
は
主
の
所
従
で
あ
り
な
が

ら
自
力
で
若
干
の
蓄
財
を
し
て
お

り
、
そ
れ
だ
け
の
手
腕
が
あ
り
ま
た

そ
れ
ゆ
え
に
主
に
不
奉
公
な
の
で

あ
っ
た
。（「
狂
言
」、岩
波
講
座
『
日

本
文
学
史
』
第
五
巻
、
一
九
五
八
）

　

根
拠
は
、
現
在
も
へ
そ
く
り
な
ど
の
意

味
で
使
わ
れ
る
北
陸
方
言
の「
し
ん
が
い
」

（
新
開
）
で
あ
る
。

　

こ
の
説
を
支
持
し
、
中
世
の
歴
史
資
料

に
よ
っ
て
裏
付
け
た
の
は
、佐
竹
昭
広「
勝

利
の
歌
」（『
下
克
上
の
文
学
』筑
摩
書
房
、

一
九
六
七
）
だ
っ
た
。
新
し
く
切
り
開
か

れ
た
「
新
開
」
の
地
は
、
年
貢
が
課
せ
ら

れ
ず
、
私
有
が
認
め
ら
れ
た
た
め
に
「
奴

隷
的
生
産
者
層
自
立
の
基
礎
」
と
な
る
。

「
経
済
的
身
分
的
上
昇
を
企
図
し
つ
つ
あ

る
ブ
ア
ク
の
態
度
は
、
主
に
対
す
る
露
骨

な
反
逆
で
あ
り
、
最
大
の
不
奉
公
で
あ
っ

た
」
と
論
じ
た
。

　

最
近
、
野
村
萬
斎
が
演
じ
る
「
武
悪
」

の
上
演
解
説
を
書
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ

の
原
稿
で
上
記
学
説
に
触
れ
た
と
こ
ろ
、

萬
斎
は
自
説
の
推
論
を
示
し
、
そ
の
当
否

判
定
を
要
望
し
た
。

　

萬
斎
が
用
い
て
い
る
和
泉
流
三
宅
派
の

台
本
で
は
、武
悪
は
休
ん
で
い
る
間
に「
生

簀
の
よ
う
な
所
を
こ
し
ら
え
て
お
い
た
」

と
言
う
。
生
簀
を
造
る
こ
と
が
魚
の
養
殖

に
あ
た
り
、
そ
れ
が
新
事
業
的
な
こ
と
な

ら
ば
、
や
は
り
主
人
に
対
抗
す
る
力
を
蓄

え
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
萬
斎
の
推
論
で
あ
る
。

　

当
否
判
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
中
世
に
お

い
て
、
生
簀
を
作
る
こ
と
が
養
殖
、
蓄
財

に
つ
な
が
る
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
」
と

い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
判
断
を
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
の
説
を
聞
い

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

養
殖
研
究
所
の
杉
山
元
彦
専
門
研
究
員

が
、
日
本
の
淡
水
魚
の
養
殖
の
歴
史
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
サ
イ
ト
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い

る
。　

わ
が
国
で
は
紀
元
前
一
世
紀
頃
、

灌
漑
の
た
め
に
開
か
れ
た
池
や
溝
を

魚
の
飼
育
池
と
し
て
併
用
し
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
ま
た
、
延
暦

年
間
（
七
八
二
〜
八
〇
六
）
に
は
、

池
に
蓄
え
て
お
い
た
魚
を
食
膳
に
供

し
た
と
見
ら
れ
る
記
述
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
に
は
、
ま

だ
魚
を
飼
う
こ
と
が
「
養
殖
」
の
形

を
と
る
ま
で
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
淡
水
魚
の
養

殖
に
関
す
る
文
献
は
元
和
年
間

（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
の
鯉

に
関
す
る
記
述
が
最
初
と
さ
れ
て

お
り
、
弘
化
年
間
（
一
八
四
四
〜

一
八
四
八
）
に
は
、
水
田
を
利
用
し

た
粗
放
的
な
「
稲と
う
で
ん
よ
う
り

田
養
鯉
」
が
、
ま

た
、
明
治
20
年
頃
に
は
流
水
養
鯉
と

呼
ば
れ
る
集
約
的
な
手
法
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

淡
水
魚
の
養
殖
が
資
料
的
に
確
認
で
き

る
の
は
元
和
年
間
、
す
な
わ
ち
江
戸
初
期
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の
こ
と
だ
と
い
う
。
通
常
の
認
識
で
は
、

「
武
悪
」
の
成
立
は
室
町
時
代
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
代
に
養
殖
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
文
献
資
料
で
裏
付
け
る
の
は

難
し
い
と
い
う
判
断
に
な
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
資
料
的
に
確
認
で
き
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
も
断
定
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ

も
「
武
悪
」
の
成
立
時
期
が
、
厳
密
に
は

不
確
定
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
仮
に
室
町
時
代

に
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ

が
主
人
に
対
抗
す
る
よ
う
な
蓄
財
に
つ
な

が
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
。
一
つ
の
産

業
に
な
り
う
る
ほ
ど
の
規
模
で
養
殖
が
そ

の
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く

い
。

　

し
か
し
、
わ
ず
か
な
収
入
で
も
、
そ
れ

が
内
緒
の
蓄
財
な
ら
、
主
人
は
許
せ
な
い

こ
と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
養
殖
ま
で
い
か

な
く
と
も
、
生
簀
に
飼
っ
て
い
た
魚
を
売

る
こ
と
に
よ
る
「
若
干
の
蓄
積
」
は
あ
り

え
よ
う
。

　

延
暦
年
間
す
な
わ
ち
平
安
遷
都
の
頃
に

は
、
池
に
蓄
え
て
お
い
た
魚
を
食
膳
に
供

し
た
と
見
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
そ
れ
か
ら
七
百
年
ほ
ど
も
経
っ
た
室

町
時
代
の
生
簀
は
、
あ
る
程
度
改
良
さ
れ

た
技
術
水
準
に
達
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。

　

前
掲
佐
竹
論
文
が
引
用
し
て
い
る
遠
藤

元
男
「
中
世
手
工
業
の
問
題
」（『
日
本
職

人
史
の
研
究
』
雄
山
閣
、
一
九
八
五
）
に

よ
れ
ば
、「
一
四
世
紀
か
ら
の
一
般
的
な

荘
園
的
土
地
所
有
制
の
解
体
に
と
も
な
う

独
立
小
農
民
の
形
成
過
程
に
応
じ
て
、
多

数
の
手
工
業
者
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
」

と
い
う
。
そ
う
い
う
状
況
の
も
と
、
生
簀

の
改
良
・
開
発
は
「
手
工
業
」
で
は
な
い

ま
で
も
、
新
し
い
生
業
の
形
成
と
し
て
、

こ
の
時
代
に
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
わ
せ
る
。

　

そ
う
考
え
れ
ば
、
萬
斎
の
推
論
も
、
あ

な
が
ち
的
外
れ
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
し
が
ひ
」
が
、
従
前
の
学
説
の
よ
う
な

農
地
の
開
発
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
生

簀
に
よ
る
副
収
入
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、

可
能
性
の
レ
ベ
ル
で
認
め
て
よ
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
そ
の
方
向
の
考
察
を

進
め
、「
し
が
ひ
」
と
い
う
言
葉
が
、
直

接
「
魚
の
飼
育
」
を
表
す
可
能
性
が
な
い

か
探
っ
て
み
よ
う
。

　

た
と
え
ば
、「
か
ひ
」に
は「
飼
ひ
」を
、

「
し
」
に
は
「
仕
」
を
宛
て
て
み
る
案
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
仕
上
げ
」「
仕
打
ち
」

「
仕
掛
け
」「
仕
切
り
」「
仕
組
み
」「
仕

込
み
」「
仕
出
し
」「
仕
付
け
」「
仕
舞
ひ
」

な
ど
の
「
仕
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
動
詞
の
連
体
形
に
続
く
形
の
名
詞
な
の

で
、「
仕
飼
ひ
」
と
い
う
形
も
あ
り
う
る

こ
と
に
な
る
。

　

実
際
の
用
例
は
見
出
し
が
た
い
が
、「
飼

育
」
の
意
味
の
「
仕
飼
ひ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
程
度

の
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
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